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委
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中
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6月定例会

6月定例議会ではこんなことが決まりました
政府関係機関に意見書を送付しました
9人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき

い
か
る
が
議
会
だ
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委員会の新しい構成をお知らせします（平成２２年５月１１日～）

上宮遺跡出土軒瓦（斑鳩文化財センターの夏季企画展 [ 8 月 5日～9月 14日 ] に展示予定）

浦野　圭司
紀　　良治
中川　靖広
辻　　善次
木澤　正男
木田　守彦

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

道路、河川、橋梁、町営住宅、

観光イベント、町営駐車場、商

工業、農業、建築開発に伴う各

種規制、屋外広告、公園・緑

地、駅前整備、都市計画道路、

公共下水道、上水道に関するこ

と等についての調査や、議案、

請願等の審査をします。

辻　　善次
小林　　誠
宮﨑　和彦
吉野　俊明
飯髙　昭二
里川宜志子

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

保健事業、児童福祉、障害者福

祉、高齢者福祉、介護保険、国

民健康保険、ごみ問題、環境対

策、住民登録・戸籍に関するこ

と等についての調査や、議案・

請願等の審査をします。

伴　　吉晴
嶋田　善行
宮﨑　和彦
紀　　良治
飯髙　昭二
木澤　正男

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

町の総合計画や行政改革、防災

計画、文化振興財団、財政計

画、交付税、財産管理、固定資

産税、町民税、小・中学校、幼

稚園、生涯学習に関すること等

についての調査や、議案・請願

等の審査をします。

嶋田　善行
伴　　吉晴
小林　　誠
浦野　圭司
里川宜志子
木田　守彦 

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

総務、厚生、建設水道の各常任

委員会に関する事務のうち、予

算・決算に関する事務の調査

や、議案等の審査をします。

吉野　俊明
木澤　正男
中川　靖広
紀　　良治
飯髙　昭二

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃

議会広報の編集、発行に関する

事務をします。

嶋田　善行
木澤　正男
小林　　誠
中川　靖広
飯髙　昭二
辻　　善次

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

定例議会の会期、議事日程や議

事進行に関すること、請願・陳

情の処理に関すること、意見書

の提出等議会の対外的問題に関

すること等、その他議会運営上

必要と認める事項や、他の委員

会に属さない事項の審査、調査

をします。

中西　和夫
広報発行常任委員会

▲広報発行常任委員と議長で話し合い、
　議会だよりを編集。

建設水道常任委員会 厚生常任委員会 総務常任委員会

予算決算常任委員会 広報発行常任委員会 議会運営委員会



　

平
成
二
十
二
年
第
三
回
定
例
議

会
は
、
六
月
一
日
か
ら
六
月
二
十

二
日
ま
で
の
二
十
二
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
十
議
案
を
原
案
の
と

お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩

町
水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
。

そ
の
他
、
人
事
案
件
一
件
に
つ
い

て
同
意
し
、
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、
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斑鳩町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について

平成２２年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２２年度斑鳩町国民
健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２２年度斑鳩町老人
保健特別会計補正予算（第１号）について）

斑鳩中学校（北館西棟・体育館）校舎耐震補強工事請負契約の締結について

平成２２年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その１）

平成２２年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その２）

平成２２年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その３）

平成２１年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について

斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求めることについて

食料の自給力向上と、食の安全・安心の回復に向けて、食品表示制度の抜本
改正について国への意見書提出を求める陳情書について

いかるがパークウェイ（一般国道２５号斑鳩バイパス）事業促進に関する意
見書について

食料の自給力向上と、食の安全・安心の回復に向けて、食品表示制度の抜本
改正を求める意見書について

永住外国人に地方参政権を付与することに関する意見書について

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（平成２２年度斑鳩町一般会
計補正予算（第３号）について）

平成２１年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）

平成２１年度斑鳩町文化振興財団事業報告について

平成２１年度斑鳩町土地開発公社業務報告について

案　　　件 結　果

予　

算

契　

約

認定

発　

議

条　

例

人事

報　

告

陳情

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で承認

満場一致で可決

満場一致で認定

同　　　意

報　　　告

賛成多数で可決

満場一致で可決

賛成少数で否決

賛成多数で可決

みなし採択

6月

5ページに賛否の討論

３ページに意見書

４ページに賛否の討論

委員補充のため、新たに中
江旭博氏を選任することに
ついて、同意しました。

３ページに意見書、４ペー
ジに賛否の討論

いかるがパークウェイ（一般国道２５号斑鳩バイパス）事業促進に関する意見書

　国道２５号は、三重県四日市市を起点に、亀山市まで一般道になっており、亀山市から自動車専用道路名阪国
道として奈良県天理市に至り、天理市から再び一般道となり大和郡山市・斑鳩町・王寺町を経由し大阪府に入
り、大阪市を終点とする主要都市間を結ぶ主要幹線道路であります。名阪国道を除く一般道の沿線には、事業
所・店舗・住宅などが連たんしており、地域住民の日常的な通勤・通学・店舗利用等を目的とした交通に利用さ
れていますが、斑鳩町内においては幅員が狭い個所があり、さらに歩道が設置されていない個所が多くあるう
え、慢性的に渋滞し、歩行者及び車両とも通行の安全性に問題があります。
　いかるがパークウェイ（一般国道２５号斑鳩バイパス）事業は、斑鳩町幸前から斑鳩町龍田までの区間につい
て、国道２５号の交通混雑の緩和、交通安全の確保と斑鳩町の活性化を図るために計画された道路で、その果た
す役割は大きく、地域住民の安全・安心への期待は大きなものがあります。昨今では阪神淡路大震災や兵庫県佐
用町で起こった大水害をはじめとする災害が多発していることから、斑鳩町内における「いかるがパークウェ
イ」においても、住民の生活と安全を守る上で事業の必要性はますます高まっています。
　以上のことから、斑鳩町における「いかるがパークウェイ」事業の役割は、住民の安心・安全を守る上で非常
に重要であり、一日も早く「国の責任」において予算確保され、事業を完成されるよう要望します。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。
　　平成２２年６月２２日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奈良県斑鳩町議会

食料の自給力向上と、食の安全・安心の回復に向けて、
食品表示制度の抜本改正を求める意見書

　繰り返される加工食品原料の産地偽装事件や毒物混入事件を受けて、多くの消費者が食の安全・安心のために
国産食品を求め、自給力向上を望んでおり、冷凍食品原料をはじめとする加工食品の原料原産地の表示義務化を
願っています。また、多くの消費者が安全性などに不安を抱き、「遺伝子組換え（ＧＭ）食品を食べたくない」
と考えているにも関わらず、現在の表示制度の欠陥によって、そうとは知らずに食べ続けています。さらに、食
品安全委員会では、異常の多発原因について解明できないまま「安全」と性急に評価し、体細胞クローン家畜由
来食品の商品化が間近に迫ってきました。受精卵クローン家畜由来食品はすでに任意表示で流通を始めています
が、多くの消費者はその安全性に不安を抱き、「クローン家畜由来食品を食べたくない」と考えています。今こ
そ、いのちの基本となる食料の自給力向上、食の安全・安心の回復のために、食品のトレーサビリティとそれに
基づく表示制度の抜本的な見直しが必要です。消費者が知る権利に基づいて、買う、買わないを自ら決めること
のできる社会の実現をめざすべきです。
　よって、国におかれては、次の３点について食品表示制度の抜本改正を要望します。なお、制度改正にあたっ
ては、中小零細事業者に過度の負担とならないよう配慮し、中小零細事業者が実行可能な食品表示制度を構築さ
れるよう併せて要望します。

１　加工食品の原料のトレーサビリティと原料原産地の表示を義務化すること。
２　全ての遺伝子組み換え食品・飼料の表示を義務化すること。
３　クローン家畜由来食品の表示を義務化すること。　　
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。
　　平成２２年６月２２日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  奈良県斑鳩町議会
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政府関係機関に
２件の意見書を送付
政府関係機関に
２件の意見書を送付

　６月定例会では、委員会から提案された「いかるがパークウェイ（一般
国道２５号斑鳩バイパス）事業促進に関する意見書」と「食料の自給力向
上と、食の安全・安心の回復に向けて、食品表示制度の抜本改正を求める
意見書」が可決され、政府関係機関に意見書を送付しました。
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斑鳩町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について

平成２２年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２２年度斑鳩町国民
健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２２年度斑鳩町老人
保健特別会計補正予算（第１号）について）

斑鳩中学校（北館西棟・体育館）校舎耐震補強工事請負契約の締結について

平成２２年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その１）

平成２２年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その２）

平成２２年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その３）

平成２１年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について

斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求めることについて

食料の自給力向上と、食の安全・安心の回復に向けて、食品表示制度の抜本
改正について国への意見書提出を求める陳情書について

いかるがパークウェイ（一般国道２５号斑鳩バイパス）事業促進に関する意
見書について

食料の自給力向上と、食の安全・安心の回復に向けて、食品表示制度の抜本
改正を求める意見書について

永住外国人に地方参政権を付与することに関する意見書について

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（平成２２年度斑鳩町一般会
計補正予算（第３号）について）

平成２１年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）

平成２１年度斑鳩町文化振興財団事業報告について

平成２１年度斑鳩町土地開発公社業務報告について
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委員補充のため、新たに中
江旭博氏を選任することに
ついて、同意しました。
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いかるがパークウェイ（一般国道２５号斑鳩バイパス）事業促進に関する意見書

　国道２５号は、三重県四日市市を起点に、亀山市まで一般道になっており、亀山市から自動車専用道路名阪国
道として奈良県天理市に至り、天理市から再び一般道となり大和郡山市・斑鳩町・王寺町を経由し大阪府に入
り、大阪市を終点とする主要都市間を結ぶ主要幹線道路であります。名阪国道を除く一般道の沿線には、事業
所・店舗・住宅などが連たんしており、地域住民の日常的な通勤・通学・店舗利用等を目的とした交通に利用さ
れていますが、斑鳩町内においては幅員が狭い個所があり、さらに歩道が設置されていない個所が多くあるう
え、慢性的に渋滞し、歩行者及び車両とも通行の安全性に問題があります。
　いかるがパークウェイ（一般国道２５号斑鳩バイパス）事業は、斑鳩町幸前から斑鳩町龍田までの区間につい
て、国道２５号の交通混雑の緩和、交通安全の確保と斑鳩町の活性化を図るために計画された道路で、その果た
す役割は大きく、地域住民の安全・安心への期待は大きなものがあります。昨今では阪神淡路大震災や兵庫県佐
用町で起こった大水害をはじめとする災害が多発していることから、斑鳩町内における「いかるがパークウェ
イ」においても、住民の生活と安全を守る上で事業の必要性はますます高まっています。
　以上のことから、斑鳩町における「いかるがパークウェイ」事業の役割は、住民の安心・安全を守る上で非常
に重要であり、一日も早く「国の責任」において予算確保され、事業を完成されるよう要望します。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。
　　平成２２年６月２２日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奈良県斑鳩町議会

食料の自給力向上と、食の安全・安心の回復に向けて、
食品表示制度の抜本改正を求める意見書

　繰り返される加工食品原料の産地偽装事件や毒物混入事件を受けて、多くの消費者が食の安全・安心のために
国産食品を求め、自給力向上を望んでおり、冷凍食品原料をはじめとする加工食品の原料原産地の表示義務化を
願っています。また、多くの消費者が安全性などに不安を抱き、「遺伝子組換え（ＧＭ）食品を食べたくない」
と考えているにも関わらず、現在の表示制度の欠陥によって、そうとは知らずに食べ続けています。さらに、食
品安全委員会では、異常の多発原因について解明できないまま「安全」と性急に評価し、体細胞クローン家畜由
来食品の商品化が間近に迫ってきました。受精卵クローン家畜由来食品はすでに任意表示で流通を始めています
が、多くの消費者はその安全性に不安を抱き、「クローン家畜由来食品を食べたくない」と考えています。今こ
そ、いのちの基本となる食料の自給力向上、食の安全・安心の回復のために、食品のトレーサビリティとそれに
基づく表示制度の抜本的な見直しが必要です。消費者が知る権利に基づいて、買う、買わないを自ら決めること
のできる社会の実現をめざすべきです。
　よって、国におかれては、次の３点について食品表示制度の抜本改正を要望します。なお、制度改正にあたっ
ては、中小零細事業者に過度の負担とならないよう配慮し、中小零細事業者が実行可能な食品表示制度を構築さ
れるよう併せて要望します。

１　加工食品の原料のトレーサビリティと原料原産地の表示を義務化すること。
２　全ての遺伝子組み換え食品・飼料の表示を義務化すること。
３　クローン家畜由来食品の表示を義務化すること。　　
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。
　　平成２２年６月２２日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  奈良県斑鳩町議会
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政府関係機関に
２件の意見書を送付
政府関係機関に
２件の意見書を送付

　６月定例会では、委員会から提案された「いかるがパークウェイ（一般
国道２５号斑鳩バイパス）事業促進に関する意見書」と「食料の自給力向
上と、食の安全・安心の回復に向けて、食品表示制度の抜本改正を求める
意見書」が可決され、政府関係機関に意見書を送付しました。



斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について

【反　対　意　見】　里　川　議　員
　今回の税制改正は、財源不足のもとで「マニフェスト」
を優先させたしわ寄せである。改正は所得税だけと公約
していたが、住民税まで改正するという背景は見逃せな
い。また、増税すると課税金額で影響のある事業の洗い
出しと対策が必要だが、その対策がされていない。税制
改革大綱では「負担の見直し、経過措置の導入など適切
に講じること」としているが、経過措置では、その期間が
過ぎれば負担増となる問題がある。それらの制度改正に
伴い、町に事務量や予算など負担が重くのしかかる。ま
た、高校授業料の無償化と関連して、定時制・通信制な
ど学費が安い場合や公立高校の授業料減免を受けてい
る場合は、一部負担増となる。進学も就労もせず、親族に
扶養されている場合は恩恵がない。大綱ではこういう世
帯に「適切な対応を検討する」と明記されているが、具体
的な対策は示されていない。また、たばこ税は消費を抑
制するため、将来に向かって税率を引き上げていく必要
があると言っている。大衆的な嗜好品であるたばこは、
過去の経過から考えれば、一方的に税金で抑制すること
にも限界がある。その他に、租税に関する罰則の強化が
盛り込まれているが、納税者の権利侵害事件が増えてお
り、慎重な検討が必要である。

【賛　成　意　見】　辻　議　員

　この条例改正は、平成２２年３月３１日に「地方税法
等の一部を改正する法律」が公布され、４月１日から施
行されたことに伴う所要の改正です。
　はじめに、「市町村が扶養親族に関する事項を把握で
きるような所要の措置を講ずる」ことと、「所得税におい
て非課税口座内の少額上場株式等に係る配当所得及び
譲渡所得等の非課税措置が創設されることに伴う個人
住民税の計算における特例の追加」については、条例改
正を行わない場合、町の課税事務に支障をきたすばかり
でなく、住民にとっても、個人住民税の非課税限度額の
引き下げ、少額上場株式等に係る配当所得の特例が受け
られなくなることなど不利益を受けることになります。
　次に、「市町村たばこ税の税率の引き上げ」について
は、国民の健康の観点から、たばこ消費を抑制するため、
将来に向かって、税率を引き上げていく必要があるとさ
れ、国・地方のたばこ税の税率を一体的に引き上げられ
るものです。
　このように、「公平、中立、簡素」という税の基本原則に
沿った地方税法の一部改正による条例改正であり、賛成
します。

永住外国人に地方参政権を付与することに関する意見書について

【反　対　意　見】　中　川　議　員
　永住外国人には、住民としての権利義務が認められ
ており、すべて等しく納税義務を果たし、日本人と同
じく良き「住民」として、地域社会に溶け込んでいま
す。これまでに、永住外国人に地方参政権を付与する
ことに関する議論についてはあるものの、実質的に具
体的な審議に至らず、事実上、たなざらしになってい
ます。このような背景には、いくつかの理由がありま
すが、その一つに、「選挙権は国民固有の権利と定め
た憲法に違反する」との慎重・反対論があります。
　しかしながら、永住外国人への選挙権付与問題につ
いては、今後の地方自治のあり方、日本人と外国人の
関係、さらには国家観や社会観など重要な課題が山積
しており、多くの国民的議論が必要であることも事実
であると考えます。今回、提出された意見書では、
「国会及び政府においては、永住外国人への地方参政
権付与について、慎重に議論を重ね、地方の意思を十
分尊重する」ように述べられていることからも、当議
会で意思決定すべく全員協議会等で学習・研鑚を重
ね、議論を尽くし、意思決定することが必要と考えま
す。このことから、この時点での意見書の提出につい
ては時期尚早と考えますので、今回の意見書について
は、反対とします。

【賛　成　意　見】　伴　議　員
　永住外国人への地方参政権付与に反対する内容の意
見書を国に提出することに対して、賛成意見を申しま
す。
　民主党政権になって永住外国人に参政権を付与する
法案が成立する可能性が高まっています。また、菅総理
大臣の施政方針演説でも、国民の意見を聞きながら、こ
の問題を推進していくと明言されており、この問題から
避けて通れない状況が迫ってきています。
　この問題について、「税金を払っているのだから選挙
権があってもいいのではないか」「国政ではなく地方だ
からいいのではないか」などの意見を耳にすることがあ
ります。しかし、居住･経済活動、それに伴う行政サービ
スに応じてなされる「納税」と「選挙権」とはまったく異
質なものです。また地方政治は、政府の各種政策の決定
に大きな影響を及ぼしていることは言うまでもありま
せん。これらのことから、外国人の地方参政権の付与に
ついては、憲法違反の疑いがあるのみならず、領土･安全
保障･地方行政等の問題も多々あることから、このよう
な法案を安易に提出することのないよう、慎重にすべき
ことを地方から求めなければいけないと考えます。
　最後に、この意見書は人種差別とは全く違う次元のも
のであることを申し添えます。

いかるがパークウェイ（一般国道２５号斑鳩バイパス）事業促進に関する意見書について

【反　対　意　見】　吉　野　議　員
　沿線関係住民を犠牲にして、通過車輌対策であるバイ
パスを町のど真ん中に通す計画は、甚だしい住環境と自
然破壊であるとして、全国から１０万人の反対署名を集
める大住民運動となりました。以来、３７年が経過し、昨
年新しい政権誕生とともに、工事は事実上の凍結状態と
なっております。国土交通省は平成１７年、斑鳩バイパ
スの投資効果を大幅に下方修正し、時間短縮効果もゼロ
と発表しております。今後、人口、自動車登録台数、交通
量は減少の一途をたどり、道路等の社会資本に対する評
価も根本から考え直さなければならない時期にきてい
ることは財政状況からも明らかであります。
　今こそ、バイパスの必要性と問題点について再検討す
ることが必要であると考えます。現在、国道２５号が慢
性的に渋滞しているとの指摘は正しい認識ではありま
せん。歴史ある斑鳩の道を各所で分断し、名勝・県立竜
田公園をも切り裂く斑鳩バイパスは、住民の心も分断す
る恐れがあります。
　既に支出されている金額も含めて、斑鳩バイパス建設
に伴う町負担の総額が不明のままで、「バイパス建設促
進を求める意見書」には反対せざるをえません。

【賛　成　意　見】　伴　議　員
　斑鳩町に大きく影響がある「いかるがパークウェイ」
の現状は、平成１６年に小吉田モデル区間が供用され、
岩瀬橋の工事、続けて今現在、昨年度の予算で稲葉車瀬
区間の道路工事が行われているところです。
　それが、本年度の「いかるがパークウェイ」の事業予算
を見ますと、事業推進は難しい金額となっております。
　もし、このような中途半端な工事のままで、放置され
ることがあった場合、斑鳩町のために、住み慣れた場所
からの立ち退きに協力していただいた住民の方のお気
持ちを考えると断腸の思いでいっぱいです。
　また、今後地域の発展のためにやむなく立ち退きに協
力を考えていただいている方にも、大きな精神的負担に
なってきています。
　はっきり言って、国が地方に中途半端なことをするこ
とは、絶対にやめてくださいとの思いでいっぱいです。
道は開通しなければまったく意味をなさないものです。
　このことから、斑鳩町の今後を考えてみましても、「い
かるがパークウェイ」の事業予算の確保を強く求めるこ
とが必要不可欠ではないかと考え、この意見書に賛成し
ます。
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斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について

【反　対　意　見】　里　川　議　員
　今回の税制改正は、財源不足のもとで「マニフェスト」
を優先させたしわ寄せである。改正は所得税だけと公約
していたが、住民税まで改正するという背景は見逃せな
い。また、増税すると課税金額で影響のある事業の洗い
出しと対策が必要だが、その対策がされていない。税制
改革大綱では「負担の見直し、経過措置の導入など適切
に講じること」としているが、経過措置では、その期間が
過ぎれば負担増となる問題がある。それらの制度改正に
伴い、町に事務量や予算など負担が重くのしかかる。ま
た、高校授業料の無償化と関連して、定時制・通信制な
ど学費が安い場合や公立高校の授業料減免を受けてい
る場合は、一部負担増となる。進学も就労もせず、親族に
扶養されている場合は恩恵がない。大綱ではこういう世
帯に「適切な対応を検討する」と明記されているが、具体
的な対策は示されていない。また、たばこ税は消費を抑
制するため、将来に向かって税率を引き上げていく必要
があると言っている。大衆的な嗜好品であるたばこは、
過去の経過から考えれば、一方的に税金で抑制すること
にも限界がある。その他に、租税に関する罰則の強化が
盛り込まれているが、納税者の権利侵害事件が増えてお
り、慎重な検討が必要である。

【賛　成　意　見】　辻　議　員

　この条例改正は、平成２２年３月３１日に「地方税法
等の一部を改正する法律」が公布され、４月１日から施
行されたことに伴う所要の改正です。
　はじめに、「市町村が扶養親族に関する事項を把握で
きるような所要の措置を講ずる」ことと、「所得税におい
て非課税口座内の少額上場株式等に係る配当所得及び
譲渡所得等の非課税措置が創設されることに伴う個人
住民税の計算における特例の追加」については、条例改
正を行わない場合、町の課税事務に支障をきたすばかり
でなく、住民にとっても、個人住民税の非課税限度額の
引き下げ、少額上場株式等に係る配当所得の特例が受け
られなくなることなど不利益を受けることになります。
　次に、「市町村たばこ税の税率の引き上げ」について
は、国民の健康の観点から、たばこ消費を抑制するため、
将来に向かって、税率を引き上げていく必要があるとさ
れ、国・地方のたばこ税の税率を一体的に引き上げられ
るものです。
　このように、「公平、中立、簡素」という税の基本原則に
沿った地方税法の一部改正による条例改正であり、賛成
します。

永住外国人に地方参政権を付与することに関する意見書について

【反　対　意　見】　中　川　議　員
　永住外国人には、住民としての権利義務が認められ
ており、すべて等しく納税義務を果たし、日本人と同
じく良き「住民」として、地域社会に溶け込んでいま
す。これまでに、永住外国人に地方参政権を付与する
ことに関する議論についてはあるものの、実質的に具
体的な審議に至らず、事実上、たなざらしになってい
ます。このような背景には、いくつかの理由がありま
すが、その一つに、「選挙権は国民固有の権利と定め
た憲法に違反する」との慎重・反対論があります。
　しかしながら、永住外国人への選挙権付与問題につ
いては、今後の地方自治のあり方、日本人と外国人の
関係、さらには国家観や社会観など重要な課題が山積
しており、多くの国民的議論が必要であることも事実
であると考えます。今回、提出された意見書では、
「国会及び政府においては、永住外国人への地方参政
権付与について、慎重に議論を重ね、地方の意思を十
分尊重する」ように述べられていることからも、当議
会で意思決定すべく全員協議会等で学習・研鑚を重
ね、議論を尽くし、意思決定することが必要と考えま
す。このことから、この時点での意見書の提出につい
ては時期尚早と考えますので、今回の意見書について
は、反対とします。

【賛　成　意　見】　伴　議　員
　永住外国人への地方参政権付与に反対する内容の意
見書を国に提出することに対して、賛成意見を申しま
す。
　民主党政権になって永住外国人に参政権を付与する
法案が成立する可能性が高まっています。また、菅総理
大臣の施政方針演説でも、国民の意見を聞きながら、こ
の問題を推進していくと明言されており、この問題から
避けて通れない状況が迫ってきています。
　この問題について、「税金を払っているのだから選挙
権があってもいいのではないか」「国政ではなく地方だ
からいいのではないか」などの意見を耳にすることがあ
ります。しかし、居住･経済活動、それに伴う行政サービ
スに応じてなされる「納税」と「選挙権」とはまったく異
質なものです。また地方政治は、政府の各種政策の決定
に大きな影響を及ぼしていることは言うまでもありま
せん。これらのことから、外国人の地方参政権の付与に
ついては、憲法違反の疑いがあるのみならず、領土･安全
保障･地方行政等の問題も多々あることから、このよう
な法案を安易に提出することのないよう、慎重にすべき
ことを地方から求めなければいけないと考えます。
　最後に、この意見書は人種差別とは全く違う次元のも
のであることを申し添えます。

いかるがパークウェイ（一般国道２５号斑鳩バイパス）事業促進に関する意見書について

【反　対　意　見】　吉　野　議　員
　沿線関係住民を犠牲にして、通過車輌対策であるバイ
パスを町のど真ん中に通す計画は、甚だしい住環境と自
然破壊であるとして、全国から１０万人の反対署名を集
める大住民運動となりました。以来、３７年が経過し、昨
年新しい政権誕生とともに、工事は事実上の凍結状態と
なっております。国土交通省は平成１７年、斑鳩バイパ
スの投資効果を大幅に下方修正し、時間短縮効果もゼロ
と発表しております。今後、人口、自動車登録台数、交通
量は減少の一途をたどり、道路等の社会資本に対する評
価も根本から考え直さなければならない時期にきてい
ることは財政状況からも明らかであります。
　今こそ、バイパスの必要性と問題点について再検討す
ることが必要であると考えます。現在、国道２５号が慢
性的に渋滞しているとの指摘は正しい認識ではありま
せん。歴史ある斑鳩の道を各所で分断し、名勝・県立竜
田公園をも切り裂く斑鳩バイパスは、住民の心も分断す
る恐れがあります。
　既に支出されている金額も含めて、斑鳩バイパス建設
に伴う町負担の総額が不明のままで、「バイパス建設促
進を求める意見書」には反対せざるをえません。

【賛　成　意　見】　伴　議　員
　斑鳩町に大きく影響がある「いかるがパークウェイ」
の現状は、平成１６年に小吉田モデル区間が供用され、
岩瀬橋の工事、続けて今現在、昨年度の予算で稲葉車瀬
区間の道路工事が行われているところです。
　それが、本年度の「いかるがパークウェイ」の事業予算
を見ますと、事業推進は難しい金額となっております。
　もし、このような中途半端な工事のままで、放置され
ることがあった場合、斑鳩町のために、住み慣れた場所
からの立ち退きに協力していただいた住民の方のお気
持ちを考えると断腸の思いでいっぱいです。
　また、今後地域の発展のためにやむなく立ち退きに協
力を考えていただいている方にも、大きな精神的負担に
なってきています。
　はっきり言って、国が地方に中途半端なことをするこ
とは、絶対にやめてくださいとの思いでいっぱいです。
道は開通しなければまったく意味をなさないものです。
　このことから、斑鳩町の今後を考えてみましても、「い
かるがパークウェイ」の事業予算の確保を強く求めるこ
とが必要不可欠ではないかと考え、この意見書に賛成し
ます。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

  

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

議
場
は
、
役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
開
会
時
間
は
本
会
議
、
委
員
会
と
も
午
前

九
時
に
予
定
し
て
い
ま
す
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会

は
本
会
議
終
了
後
）
。
日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

九
月
定
例
議
会
の
予
定

九
月
定
例
議
会
の
予
定

（
月
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
金
）

8
月
30
日

9
月
2
日

　

３
日

　

6
日

　

8
日

　

9
日

１０
日

14
日

１5
日

１6
日

１7
日

24
日

議
会
事
務
局

   

℡  

７
４‐１
０
０
１　

内
線
３
０
２

し  こう
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　本定例会での一般質問は、６月７日・９日の両日、９人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ１1人の方が傍聴に来られました。

活
発
な
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

活
動
の
拠
点
施
設
に
つ
い
て

里 川 宜 志 子  議員

議
員　

自
治
会
活
動
や
小
地
域
福

祉
会
の
活
動
は
、
非
常
に
大
切
な

地
域
の
活
動
で
あ
る
が
、
力
を
入

れ
て
活
発
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
地
域
で
も
、
活
動
拠
点
が
な

い
こ
と
で
困
っ
て
い
る
。
ま
た
、

施
設
整
備
な
ど
も
、
反
対
に
自
治

会
か
ら
脱
会
さ
れ
る
方
が
出
て
来

て
う
ま
く
い
か
な
い
な
ど
、
大
変

な
状
況
も
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
、

高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
で
、
地

域
の
助
け
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

総
務
部
長　

自
治
会
、
小
地
域
福

祉
会
な
ど
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
は
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。
近
い
将
来
、

高
齢
化
率
が
三
十
％
を
超
え
る
と

想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
地
域

の
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
性
な
ど
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
果
た
す
役
割
は
、
ま
す

ま
す
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
拠
点
と
な

る
施
設
の
役
割
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

税
滞
納
者
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　

制
限
は
慎
重
な
対
応
を

議
員　

制
限
し
て
い
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
い
く
つ
あ
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
の

か
。

総
務
部
長　

九
つ
の
事
業
を
対
象

と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例

等
で
制
限
を
示
し
て
い
る
。

議
員　

条
例
や
要
綱
を
見
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
に
な
っ
て
い

る
が
、
だ
い
た
い
「
町
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と
」
だ
と
思
う
が
、
そ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
を
指
す
の

か
。

総
務
部
長　

税
に
は
納
付
期
限
が

あ
る
の
で
、
申
請
す
る
時
点
で
、

そ
の
期
限
ど
お
り
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
。

議
員　

厳
し
い
社
会
情
勢
の
な
か

で
、
前
年
の
所
得
で
課
税
さ
れ
る

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
、

所
得
の
激
減
と
な
っ
た
場
合
、
大

変
な
状
況
も
あ
る
。
せ
め
て
、
分

割
納
付
の
誓
約
書
を
提
出
し
、
そ

れ
を
履
行
し
て
い
る
人
に
制
限
を

加
え
な
い
こ
と
や
、
親
の
状
況
で

子
ど
も
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
な

い
よ
う
に
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

※
準
要
保
護
の
児
童
・
生
徒
へ
の

支
給
対
象
拡
大
に
つ
い
て

※
安
心
子
ど
も
基
金
の
活
用

※
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

議
員　

現
在
、
斑
鳩
町
で
は
、
複

数
の
子
ど
も
を
保
育
園
に
通
わ
せ

て
い
る
家
庭
に
対
し
、
第
二
子
は

半
額
、
第
三
子
は
無
料
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
保
育
料
の
軽
減
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず

れ
も
同
時
期
に
保
育
園
に
入
っ
て

い
な
い
と
、
保
育
料
は
軽
減
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
上
の
子
と
下
の
子
が

六
歳
離
れ
て
い
た
ら
、
同
時
期
に

保
育
園
に
在
園
す
る
こ
と
な
く
、

そ
の
家
庭
は
ど
ち
ら
も
満
額
の
保

育
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

歳
の
差
が
な
い
子
ど
も
が
い
る
家

庭
に
比
べ
る
と
、
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
状
で

す
。
実
際
に
保
護
者
か
ら
、
こ
う

し
た
現
状
の
改
善
を
求
め
る
声
も

あ
り
、
子
ど
も
が
同
時
期
に
保
育

所
に
在
園
し
て
い
な
く
て
も
、
第

二
子
半
額
、
第
三
子
無
料
と
い
う

軽
減
制
度
を
適
応
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
町
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

試
算
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
そ
の
制
度
を
実
施
し
よ

う
と
思
う
と
、
現
況
で
は
、
あ
わ
・

た
つ
た
の
両
保
育
園
で
八
十
六
名

が
対
象
と
な
り
、
費
用
も
新
た
に

千
六
百
万
円
程
度
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、
斑
鳩
町
で
は
、
国
の
基

準
か
ら
更
に
十
五
％
保
育
料
を
軽

減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
等
の
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の

よ
う
な
減
免
措
置
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

議
員　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
よ
っ

て
事
情
が
あ
り
、
子
ど
も
が
産
ま

れ
る
時
期
と
い
う
の
は
違
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
両
親
の
思
い
だ
け

で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
が

あ
る
な
か
で
も
、
斑
鳩
町
で
子
ど

も
を
産
み
育
て
て
い
っ
て
も
ら
お

う
と
思
え
ば
、
生
ま
れ
る
時
期
に

よ
っ
て
、
各
世
帯
で
、
受
け
ら
れ

る
制
度
が
違
う
と
い
う
状
況
は
改

善
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

　

今
後
、
国
や
県
に
も
は
た
ら
き

か
け
、
制
度
実
施
に
向
け
て
検
討

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く
要

望
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
い
か
る
が
バ
イ
パ
ス
（
パ
ー
ク

ウ
ェ
イ
）
に
つ
い
て

※
人
間
ド
ッ
ク
助
成
に
つ
い
て

※
大
塚
古
墳
前
通
学
路
に
つ
い
て

議
員　

町
道
内
に
残
る
私
有
地
の

整
理
の
進
捗
状
況
と
、
今
後
の
解

消
に
向
け
て
町
の
対
応
に
つ
い

て
。

都
市
建
設
部
長　

平
成
六
年
度
か

ら
認
定
道
路
内
の
未
登
記
整
理
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
一

年
度
末
で
五
百
八
十
二
筆
が
残
っ

て
い
ま
す
。
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
と
の
ご
指
摘
で
す
が
、
今
後
も

徐
々
に
解
消
す
る
た
め
に
境
界
明

示
申
請
、
現
地
確
認
、
道
路
整
備

事
業
の
進
行
に
よ
り
解
消
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

議
員　

幸
前
自
治
会
内
の
未
登
記

は
い
く
つ
残
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
建
設
部
長　

二
十
三
筆
で

す
。

議
員　

幸
前
自
治
会
で
は
、
平
成

十
四
年
度
の
衛
生
処
理
場
補
償
工

事
に
か
か
る
要
望
で
、
自
治
会
内

の
未
登
記
敷
地
を
早
急
に
解
消
す

べ
き
と
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
努

力
が
足
り
ず
、
未
だ
に
解
消
さ
れ

て
い
な
い
経
緯
は
。

都
市
建
設
部
長　

地
元
の
代
表
者

と
調
整
を
し
て
い
ま
す
が
、
種
々

の
問
題
が
あ
っ
て
進
ん
で
お
り
ま

せ
ん
。

議
員　

幸
前
自
治
会
で
は
町
道
内

の
私
有
地
に
対
し
自
治
会
費
で
借

地
料
を
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
借

地
料
は
斑
鳩
町
が
負
担
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
考
え
方
は
。

都
市
建
設
部
長　

場
所
等
を
特
定

い
た
だ
き
、
地
元
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
対
応
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

こ
の
質
問
事
項
に
対
す
る

町
長
の
見
解
は
。

町
長　

現
在
に
至
る
ま
で
の
事
情

等
を
十
分
に
精
査
し
な
が
ら
、
解

決
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

こ
れ
ら
の
事
情
に
よ
り
、

自
治
会
脱
会
者
も
年
々
出
る
状
況

で
あ
り
、
早
急
な
町
の
解
消
努
力

を
期
待
す
る
。

生
ご
み
分
別
収
集
対
策
に
つ
い
て

議
員　

幸
前
自
治
会
で
は
、
昨
年

十
月
よ
り
生
ご
み
分
別
収
集
モ
デ

ル
事
業
に
協
力
し
て
い
る
が
、
他

の
地
域
へ
の
拡
大
が
早
急
に
待
た

れ
る
。
ま
た
夏
季
に
向
け
て
悪
臭

も
心
配
さ
れ
、
悪
臭
防
止
用
の
バ

ケ
ツ
配
布
の
要
望
が
あ
る
が
、
町

の
考
え
方
は
。

住
民
生
活
部
長　

こ
れ
か
ら
検
討

を
要
す
る
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
富
雄
川
河
川
改
修
に
つ
い
て
等

より子育てしやすい環境づくりを
目指し、保育料の軽減を

木　澤　正　男  議員

▲幸前自治会内の道路

木　田　守　彦  議員

町道内の私有地の整理

No.657
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　本定例会での一般質問は、６月７日・９日の両日、９人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ１1人の方が傍聴に来られました。

活
発
な
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

活
動
の
拠
点
施
設
に
つ
い
て

里 川 宜 志 子  議員

議
員　

自
治
会
活
動
や
小
地
域
福

祉
会
の
活
動
は
、
非
常
に
大
切
な

地
域
の
活
動
で
あ
る
が
、
力
を
入

れ
て
活
発
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
地
域
で
も
、
活
動
拠
点
が
な

い
こ
と
で
困
っ
て
い
る
。
ま
た
、

施
設
整
備
な
ど
も
、
反
対
に
自
治

会
か
ら
脱
会
さ
れ
る
方
が
出
て
来

て
う
ま
く
い
か
な
い
な
ど
、
大
変

な
状
況
も
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
、

高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
で
、
地

域
の
助
け
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

総
務
部
長　

自
治
会
、
小
地
域
福

祉
会
な
ど
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
は
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。
近
い
将
来
、

高
齢
化
率
が
三
十
％
を
超
え
る
と

想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
地
域

の
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
性
な
ど
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
果
た
す
役
割
は
、
ま
す

ま
す
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
拠
点
と
な

る
施
設
の
役
割
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

税
滞
納
者
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　

制
限
は
慎
重
な
対
応
を

議
員　

制
限
し
て
い
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
い
く
つ
あ
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
の

か
。

総
務
部
長　

九
つ
の
事
業
を
対
象

と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例

等
で
制
限
を
示
し
て
い
る
。

議
員　

条
例
や
要
綱
を
見
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
に
な
っ
て
い

る
が
、
だ
い
た
い
「
町
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と
」
だ
と
思
う
が
、
そ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
を
指
す
の

か
。

総
務
部
長　

税
に
は
納
付
期
限
が

あ
る
の
で
、
申
請
す
る
時
点
で
、

そ
の
期
限
ど
お
り
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
。

議
員　

厳
し
い
社
会
情
勢
の
な
か

で
、
前
年
の
所
得
で
課
税
さ
れ
る

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
、

所
得
の
激
減
と
な
っ
た
場
合
、
大

変
な
状
況
も
あ
る
。
せ
め
て
、
分

割
納
付
の
誓
約
書
を
提
出
し
、
そ

れ
を
履
行
し
て
い
る
人
に
制
限
を

加
え
な
い
こ
と
や
、
親
の
状
況
で

子
ど
も
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
な

い
よ
う
に
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

※
準
要
保
護
の
児
童
・
生
徒
へ
の

支
給
対
象
拡
大
に
つ
い
て

※
安
心
子
ど
も
基
金
の
活
用

※
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

議
員　

現
在
、
斑
鳩
町
で
は
、
複

数
の
子
ど
も
を
保
育
園
に
通
わ
せ

て
い
る
家
庭
に
対
し
、
第
二
子
は

半
額
、
第
三
子
は
無
料
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
保
育
料
の
軽
減
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず

れ
も
同
時
期
に
保
育
園
に
入
っ
て

い
な
い
と
、
保
育
料
は
軽
減
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
上
の
子
と
下
の
子
が

六
歳
離
れ
て
い
た
ら
、
同
時
期
に

保
育
園
に
在
園
す
る
こ
と
な
く
、

そ
の
家
庭
は
ど
ち
ら
も
満
額
の
保

育
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

歳
の
差
が
な
い
子
ど
も
が
い
る
家

庭
に
比
べ
る
と
、
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
状
で

す
。
実
際
に
保
護
者
か
ら
、
こ
う

し
た
現
状
の
改
善
を
求
め
る
声
も

あ
り
、
子
ど
も
が
同
時
期
に
保
育

所
に
在
園
し
て
い
な
く
て
も
、
第

二
子
半
額
、
第
三
子
無
料
と
い
う

軽
減
制
度
を
適
応
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
町
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

試
算
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
そ
の
制
度
を
実
施
し
よ

う
と
思
う
と
、
現
況
で
は
、
あ
わ
・

た
つ
た
の
両
保
育
園
で
八
十
六
名

が
対
象
と
な
り
、
費
用
も
新
た
に

千
六
百
万
円
程
度
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、
斑
鳩
町
で
は
、
国
の
基

準
か
ら
更
に
十
五
％
保
育
料
を
軽

減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
等
の
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の

よ
う
な
減
免
措
置
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

議
員　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
よ
っ

て
事
情
が
あ
り
、
子
ど
も
が
産
ま

れ
る
時
期
と
い
う
の
は
違
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
両
親
の
思
い
だ
け

で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
が

あ
る
な
か
で
も
、
斑
鳩
町
で
子
ど

も
を
産
み
育
て
て
い
っ
て
も
ら
お

う
と
思
え
ば
、
生
ま
れ
る
時
期
に

よ
っ
て
、
各
世
帯
で
、
受
け
ら
れ

る
制
度
が
違
う
と
い
う
状
況
は
改

善
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

　

今
後
、
国
や
県
に
も
は
た
ら
き

か
け
、
制
度
実
施
に
向
け
て
検
討

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く
要

望
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
い
か
る
が
バ
イ
パ
ス
（
パ
ー
ク

ウ
ェ
イ
）
に
つ
い
て

※
人
間
ド
ッ
ク
助
成
に
つ
い
て

※
大
塚
古
墳
前
通
学
路
に
つ
い
て

議
員　

町
道
内
に
残
る
私
有
地
の

整
理
の
進
捗
状
況
と
、
今
後
の
解

消
に
向
け
て
町
の
対
応
に
つ
い

て
。

都
市
建
設
部
長　

平
成
六
年
度
か

ら
認
定
道
路
内
の
未
登
記
整
理
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
一

年
度
末
で
五
百
八
十
二
筆
が
残
っ

て
い
ま
す
。
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
と
の
ご
指
摘
で
す
が
、
今
後
も

徐
々
に
解
消
す
る
た
め
に
境
界
明

示
申
請
、
現
地
確
認
、
道
路
整
備

事
業
の
進
行
に
よ
り
解
消
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

議
員　

幸
前
自
治
会
内
の
未
登
記

は
い
く
つ
残
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
建
設
部
長　

二
十
三
筆
で

す
。

議
員　

幸
前
自
治
会
で
は
、
平
成

十
四
年
度
の
衛
生
処
理
場
補
償
工

事
に
か
か
る
要
望
で
、
自
治
会
内

の
未
登
記
敷
地
を
早
急
に
解
消
す

べ
き
と
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
努

力
が
足
り
ず
、
未
だ
に
解
消
さ
れ

て
い
な
い
経
緯
は
。

都
市
建
設
部
長　

地
元
の
代
表
者

と
調
整
を
し
て
い
ま
す
が
、
種
々

の
問
題
が
あ
っ
て
進
ん
で
お
り
ま

せ
ん
。

議
員　

幸
前
自
治
会
で
は
町
道
内

の
私
有
地
に
対
し
自
治
会
費
で
借

地
料
を
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
借

地
料
は
斑
鳩
町
が
負
担
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
考
え
方
は
。

都
市
建
設
部
長　

場
所
等
を
特
定

い
た
だ
き
、
地
元
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
対
応
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

こ
の
質
問
事
項
に
対
す
る

町
長
の
見
解
は
。

町
長　

現
在
に
至
る
ま
で
の
事
情

等
を
十
分
に
精
査
し
な
が
ら
、
解

決
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

こ
れ
ら
の
事
情
に
よ
り
、

自
治
会
脱
会
者
も
年
々
出
る
状
況

で
あ
り
、
早
急
な
町
の
解
消
努
力

を
期
待
す
る
。

生
ご
み
分
別
収
集
対
策
に
つ
い
て

議
員　

幸
前
自
治
会
で
は
、
昨
年

十
月
よ
り
生
ご
み
分
別
収
集
モ
デ

ル
事
業
に
協
力
し
て
い
る
が
、
他

の
地
域
へ
の
拡
大
が
早
急
に
待
た

れ
る
。
ま
た
夏
季
に
向
け
て
悪
臭

も
心
配
さ
れ
、
悪
臭
防
止
用
の
バ

ケ
ツ
配
布
の
要
望
が
あ
る
が
、
町

の
考
え
方
は
。

住
民
生
活
部
長　

こ
れ
か
ら
検
討

を
要
す
る
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
富
雄
川
河
川
改
修
に
つ
い
て
等

より子育てしやすい環境づくりを
目指し、保育料の軽減を

木　澤　正　男  議員

▲幸前自治会内の道路

木　田　守　彦  議員

町道内の私有地の整理
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「
高
齢
者
マ
ッ
プ
」で

　
　
　

要
援
護
者
を
守
れ
！

飯　髙　昭　二  議員
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議
員　

全
国
の
小
学
校
五
年
生
と

中
学
校
二
年
生
を
対
象
と
し
た
、

全
国
体
力
テ
ス
ト
が
平
成
二
十
一

年
度
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

斑
鳩
町
の
小
・
中
学
生
の
結
果

を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

文
部
科
学
省
が
実
施
し

た
体
力
テ
ス
ト
の
実
施
結
果
は
、

奈
良
県
全
体
と
し
て
は
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
り
、
特
に
中
学
二

年
生
男
子
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
一
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　

斑
鳩
町
の
小
・
中
学
校
の
結
果

は
、
小
学
校
五
年
男
子
は
都
道
府

県
別
十
二
位
と
同
じ
程
度
、
中
学

校
二
年
女
子
は
都
道
府
県
別
十
三

位
と
同
じ
程
度
で
、
全
国
平
均
値

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

学
校
五
年
女
子
は
全
国
平
均
値
と

ほ
ぼ
同
じ
程
度
で
し
た
。

　

た
だ
、
中
学
校
二
年
男
子
は
奈

良
県
平
均
値
よ
り
上
回
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
全
国
平
均
値
を
わ
ず

か
に
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

議
員　

こ
れ
ら
の
結
果
を
見
る
限

り
、
総
じ
て
斑
鳩
町
の
児
童
生
徒

の
運
動
能
力
は
、
現
時
点
で
は
良

い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全

校
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
体

力
テ
ス
ト
は
、
ま
だ
一
回
し
か
行

わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
小
学
校

と
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
一
学
年
し
か

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の
子
ど

も
の
体
力
向
上
に
対
す
る
施
策
を

伺
い
ま
す
。

教
育
長　

今
回
の
体
力
テ
ス
ト

で
、
斑
鳩
町
は
総
合
的
に
は
良
い

結
果
で
あ
り
ま
し
た
が
、
各
種
目

別
に
み
ま
す
と
、
全
国
や
県
に
比

べ
て
下
回
っ
て
い
た
種
目
も
あ
り

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
、

そ
れ
ら
の
種
目
に
重
点
を
お
い

て
、
体
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　

子
ど
も
の
頃
の
体
力
づ
く

り
は
、
人
生
に
お
い
て
も
最
も
大

切
な
も
の
だ
と
、
自
分
自
身
を
振

り
返
っ
て
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

私
が
子
ど
も
だ
っ
た
時
代
は
、

遊
び
を
通
じ
て
自
然
に
体
力
づ
く

り
が
で
き
ま
し
た
が
、
遊
び
場
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
、

学
校
に
お
い
て
の
対
策
が
、
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
と
し
て
、
積
極
的
に

子
ど
も
の
体
力
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
の

住
民
税
の
推
移
に
つ
い
て

議
員　
「
高
齢
者
マ
ッ
プ
」
は
、

災
害
弱
者
の
安
否
確
認
の
た
め
、

高
齢
者
・
在
宅
介
護
者
・
認
知
症
・

障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、

地
図
上
に
対
象
宅
を
色
分
け
し
、

有
事
の
時
に
地
図
を
頼
り
に
安
否

確
認
を
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
十
九
年
六
月
定
例
会
の
一

般
質
問
に
取
り
上
げ
て
以
来
、
民

生
児
童
委
員
の
方
々
に
ご
協
力
を

得
て
、
マ
ッ
プ
の
基
礎
デ
ー
タ
と

な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
マ
ッ
プ
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

大
災
害
が
発
生

し
た
ら
、
災
害
弱
者
で
あ
る
高
齢

者
や
介
護
認
定
者
そ
し
て
、
障
が

い
者
居
住
地
が
わ
か
る
マ
ッ
プ
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
、
実
施
し
ま
す
第
二
回

目
の
実
態
調
査
が
完
了
し
ま
し
た

ら
作
成
に
向
け
て
進
め
ま
す
。

議
員　

マ
ッ
プ
の
作
成
の
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

現
在
、
災
害
要

援
護
者
へ
の
情
報
収
集
と
蓄
積
、

そ
し
て
デ
ー
タ
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
デ
ー
タ
の
集
積
が
ま
と
ま
っ

た
時
点
で
、
住
宅
地
図
に
情
報
を

記
入
す
る
な
ど
に
よ
り
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。

「
不
育
治
療
･
不
妊
治
療
」
不
安

軽
減
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
を

議
員　

不
育
治
療
で
流
産
し
て
し

ま
っ
た
方
の
喪
失
感
は
想
像
以
上

に
大
き
く
、
原
因
を
自
分
に
求
め

て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
う
つ
病

や
食
欲
不
振
、
不
眠
な
ど
に
繋
が

る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
治
療
が
長

期
的
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
精
神

的
な
負
担
が
大
き
く
健
康
を
害
す

る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
不
安
の
軽

減
の
た
め
に
も
相
談
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
。

住
民
生
活
部
長　

保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、
健
康
相
談
や
子
育
て
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
よ
う
、
更
に
不
妊

相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
を
と
り
、
安
心
し
て
生
み

育
て
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

議
員　

今
後
、
不
妊
治
療
の
情
報

等
の
発
信
や
心
の
ケ
ア
も
含
め
、

患
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※ 

竹
食
器
の
認
識
に
つ
い
て

※「
学
校
給
食
と
食
育
」
に
つ
い

て
※
Ｄ
Ｖ
被
害
の
取
組
み
に
つ
い
て

議
員　

町
が
推
進
さ
れ
て
い
る
斑

鳩
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
、
町
は
、

こ
れ
に
交
差
す
る
道
路
、
水
路
等

を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
町
負

担
工
事
費
、
土
地
収
用
費
等
の
総

額
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

町
財
政
の
悪
化
が
必
至
と
な
っ
て

い
る
現
在
、
な
し
崩
し
的
に
整
備

費
を
支
出
す
る
こ
と
は
問
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

こ
れ
ま
で
、
町

が
支
出
し
た
合
計
金
額
は
、
工
事

費
･
用
地
費
併
せ
て
八
千
八
百
六

十
八
万
四
千
一
百
八
十
七
円
で

す
。
今
後
発
生
す
る
費
用
及
び
費

用
負
担
総
額
は
未
定
で
す
。

議
員　

町
は
、
バ
イ
パ
ス
を
「
町

づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
も
の
」
と

し
て
い
ま
す
が
、
バ
イ
パ
ス
は
基

本
的
に
通
過
車
輌
の
た
め
の
道
路

で
す
。
事
実
上
の
凍
結
状
態
と

な
っ
て
い
る
今
、
斑
鳩
町
の
住
民

に
と
っ
て
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
は
本

当
に
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
、
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
る
に
は
良
い
機

会
だ
と
考
え
ま
す
。

年
内
オ
ー
プ
ン
予
定
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

議
員　

今
秋
、旧
ジ
ャ
ス
コ
跡
に
、

食
品
を
主
に
販
売
す
る
新
し
い

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
出
店

予
定
で
す
。
こ
れ
で
、地
域
の「
買

い
物
難
民
問
題
」
は
解
消
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
国
道
二
五
号
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
行
政
側

と
し
て
、
事
業
者
に
ど
の
よ
う
に

指
導
さ
れ
る
の
で
す
か
。

都
市
建
設
部
長　

国
道
へ
の
右
折

レ
ー
ン
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
か

れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

危
険
な
国
道
二
五
号
の

　
　
　
　

歩
道
対
策
に
つ
い
て

議
員　

国
が
、
猫
坂
付
近
か
ら
、

龍
田
大
橋
バ
ス
停
付
近
ま
で
の
歩

道
の
改
良
、
設
置
を
発
表
し
ま
し

た
。工
事
概
要
を
説
明
願
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

平
成
二
十
二
年

度
に
幅
杭
の
設
置
な
ど
を
行
い
、

平
成
二
十
三
年
度
に
用
地
取
得

し
、
平
成
二
十
四
年
度
以
降
に
工

事
着
手
の
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
費
用
は
、
国
の
国
道
整
備

費
用
で
賄
わ
れ
ま
す
。　

そ
の
他
の
質
問

※
定
住
人
口
の
増
加
対
策
に
つ
い

て

議会を傍聴してみませんか！
　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩町立図書
館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3
階です

児童生徒の体力向上の
　　　取り組みについて

伴　　　吉　晴  議員

斑鳩バイパスに関係する
　　　町の負担経費総額は

吉　野　俊　明  議員

▲県立竜田公園の岩瀬橋

▲体力向上のため、なわとびなど外遊びに
　積極的に取り組んでいる。（斑鳩小学校）

▲高齢者マップ　イメージ図
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「
高
齢
者
マ
ッ
プ
」で

　
　
　

要
援
護
者
を
守
れ
！

飯　髙　昭　二  議員
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議
員　

全
国
の
小
学
校
五
年
生
と

中
学
校
二
年
生
を
対
象
と
し
た
、

全
国
体
力
テ
ス
ト
が
平
成
二
十
一

年
度
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

斑
鳩
町
の
小
・
中
学
生
の
結
果

を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

文
部
科
学
省
が
実
施
し

た
体
力
テ
ス
ト
の
実
施
結
果
は
、

奈
良
県
全
体
と
し
て
は
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
り
、
特
に
中
学
二

年
生
男
子
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
一
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　

斑
鳩
町
の
小
・
中
学
校
の
結
果

は
、
小
学
校
五
年
男
子
は
都
道
府

県
別
十
二
位
と
同
じ
程
度
、
中
学

校
二
年
女
子
は
都
道
府
県
別
十
三

位
と
同
じ
程
度
で
、
全
国
平
均
値

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

学
校
五
年
女
子
は
全
国
平
均
値
と

ほ
ぼ
同
じ
程
度
で
し
た
。

　

た
だ
、
中
学
校
二
年
男
子
は
奈

良
県
平
均
値
よ
り
上
回
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
全
国
平
均
値
を
わ
ず

か
に
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

議
員　

こ
れ
ら
の
結
果
を
見
る
限

り
、
総
じ
て
斑
鳩
町
の
児
童
生
徒

の
運
動
能
力
は
、
現
時
点
で
は
良

い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全

校
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
体

力
テ
ス
ト
は
、
ま
だ
一
回
し
か
行

わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
小
学
校

と
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
一
学
年
し
か

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の
子
ど

も
の
体
力
向
上
に
対
す
る
施
策
を

伺
い
ま
す
。

教
育
長　

今
回
の
体
力
テ
ス
ト

で
、
斑
鳩
町
は
総
合
的
に
は
良
い

結
果
で
あ
り
ま
し
た
が
、
各
種
目

別
に
み
ま
す
と
、
全
国
や
県
に
比

べ
て
下
回
っ
て
い
た
種
目
も
あ
り

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
、

そ
れ
ら
の
種
目
に
重
点
を
お
い

て
、
体
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　

子
ど
も
の
頃
の
体
力
づ
く

り
は
、
人
生
に
お
い
て
も
最
も
大

切
な
も
の
だ
と
、
自
分
自
身
を
振

り
返
っ
て
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

私
が
子
ど
も
だ
っ
た
時
代
は
、

遊
び
を
通
じ
て
自
然
に
体
力
づ
く

り
が
で
き
ま
し
た
が
、
遊
び
場
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
、

学
校
に
お
い
て
の
対
策
が
、
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
と
し
て
、
積
極
的
に

子
ど
も
の
体
力
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
の

住
民
税
の
推
移
に
つ
い
て

議
員　
「
高
齢
者
マ
ッ
プ
」
は
、

災
害
弱
者
の
安
否
確
認
の
た
め
、

高
齢
者
・
在
宅
介
護
者
・
認
知
症
・

障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、

地
図
上
に
対
象
宅
を
色
分
け
し
、

有
事
の
時
に
地
図
を
頼
り
に
安
否

確
認
を
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
十
九
年
六
月
定
例
会
の
一

般
質
問
に
取
り
上
げ
て
以
来
、
民

生
児
童
委
員
の
方
々
に
ご
協
力
を

得
て
、
マ
ッ
プ
の
基
礎
デ
ー
タ
と

な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
マ
ッ
プ
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

大
災
害
が
発
生

し
た
ら
、
災
害
弱
者
で
あ
る
高
齢

者
や
介
護
認
定
者
そ
し
て
、
障
が

い
者
居
住
地
が
わ
か
る
マ
ッ
プ
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
、
実
施
し
ま
す
第
二
回

目
の
実
態
調
査
が
完
了
し
ま
し
た

ら
作
成
に
向
け
て
進
め
ま
す
。

議
員　

マ
ッ
プ
の
作
成
の
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

現
在
、
災
害
要

援
護
者
へ
の
情
報
収
集
と
蓄
積
、

そ
し
て
デ
ー
タ
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
デ
ー
タ
の
集
積
が
ま
と
ま
っ

た
時
点
で
、
住
宅
地
図
に
情
報
を

記
入
す
る
な
ど
に
よ
り
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。

「
不
育
治
療
･
不
妊
治
療
」
不
安

軽
減
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
を

議
員　

不
育
治
療
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流
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て
し

ま
っ
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像
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上
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求
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、
う
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病

や
食
欲
不
振
、
不
眠
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ど
に
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が

る
場
合
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あ
り
、
ま
た
治
療
が
長

期
的
と
な
る
こ
と
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多
く
、
精
神

的
な
負
担
が
大
き
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健
康
を
害
す

る
傾
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、
不
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の
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の
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に
も
相
談
で
き
る
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く
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。

住
民
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ー

で
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健
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相
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子
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て
相
談

を
随
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っ
て
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ま
す
が
、
気
軽

に
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で
き
る
よ
う
、
更
に
不
妊

相
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セ
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タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
を
と
り
、
安
心
し
て
生
み

育
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る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
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議
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後
、
不
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療
の
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報

等
の
発
信
や
心
の
ケ
ア
も
含
め
、

患
者
に
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す
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サ
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て
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た
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よ
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要
望
し
ま
す
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さ
れ
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概
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（宛　先）

議会は役場3
階です

児童生徒の体力向上の
　　　取り組みについて

伴　　　吉　晴  議員

斑鳩バイパスに関係する
　　　町の負担経費総額は

吉　野　俊　明  議員

▲県立竜田公園の岩瀬橋

▲体力向上のため、なわとびなど外遊びに
　積極的に取り組んでいる。（斑鳩小学校）

▲高齢者マップ　イメージ図
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自
治
会
は
み
ん
な
の
絆

宮　﨑　和　彦  議員

議
員　

斑
鳩
町
子
ど
も
模
擬
議
会

に
つ
い
て
趣
旨
を
伺
う
。

教
育
長　

次
代
を
担
う
子
ど
も
の

目
か
ら
見
た
二
十
一
世
紀
の
斑
鳩

の
町
づ
く
り
の
発
想
を
町
政
に
反

映
さ
せ
、
郷
土
に
愛
着
を
深
め
る

と
と
も
に
、
行
政
や
議
会
に
関
心

を
持
つ
機
会
づ
く
り
の
場
で
あ
る

と
考
え
る
。

議
員　

私
も
、
子
ど
も
模
擬
議
会

は
大
変
意
義
の
あ
る
施
策
だ
と
考

え
て
い
る
が
、
全
国
の
先
進
施
策

と
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
、
ま
た

若
者
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
町
政

に
反
映
さ
せ
る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

総
務
部
長　

全
国
の
自
治
体
で

は
、
高
校
生
や
大
学
生
、
ま
た
は

女
性
模
擬
議
会
な
ど
が
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
斑
鳩
町
で
は
模
擬
議

会
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
現
在

策
定
中
の
「
第
四
次
総
合
計
画
」

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

「
景
観
計
画
」
の
策
定
公
募
委
員

の
対
象
年
齢
を
十
八
歳
以
上
に
引

き
下
げ
、「
次
世
代
育
成
支
援
計

画
」
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
中
学
生
、
高
校
生
に
直
接
ご

意
見
を
伺
う
な
ど
機
会
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
高
校
生
の
有
効
回
収
率
が
三

十
四
％
と
低
く
、
学
年
が
上
が
る

毎
に
、
斑
鳩
町
と
の
関
係
が
薄
く

な
っ
て
い
る
様
に
感
じ
る
。

　

平
成
二
十
一
年
に
約
千
六
百
三

十
五
人
い
る
十
二
歳
か
ら
十
七
歳

に
対
し
、
若
も
の
た
ち
が
継
続
し

て
町
政
に
参
加
で
き
る
取
り
組
み

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
模
擬
議
会
と

同
時
に
、
進
化
し
た
模
擬
議
会
を

開
催
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、

次
の
段
階
と
し
て
、
一
年
を
通
し

活
動
で
き
る
予
算
を
も
っ
た
、
中

学
生
と
高
校
生
の
政
策
を
議
論
す

る
学
生
議
会
を
提
案
す
る
。

　

す
で
に
予
算
を
も
っ
た
学
生
議

会
は
、
他
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て

お
り
、
い
ず
れ
は
二
十
五
歳
未
満

ま
で
を
巻
き
込
ん
だ
「
若
も
の
議

会
」
へ
と
進
化
で
き
れ
ば
、
斑
鳩

に
対
す
る
愛
着
、
ま
た
は
行
政
や

議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

我
々
と
違
っ
た
価
値
観
、
習
慣

を
持
つ
、
若
も
の
に
あ
っ
た
議
会

運
営
を
提
供
で
き
れ
ば
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
と
考
え
、
若
も
の
を

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
よ
う
な
施
策
を

研
究
す
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

※
高
齢
者
マ
ッ
プ

議
員　

自
治
会
に
加
入
し
な
い
人

が
増
え
て
い
る
と
、
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
加
入
し
な
い
と
ど
の
よ
う

な
不
具
合
が
あ
る
の
で
す
か
。

ま
た
、
自
治
会
の
役
割
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

総
務
部
長　

自
治
会
は
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
、
大

変
重
要
な
地
域
の
活
動
団
体
で
あ

り
、住
民
ど
う
し
の
親
睦
を
深
め
、

連
帯
意
識
を
高
め
て
、
地
域
で
の

日
常
生
活
を
豊
か
で
円
滑
な
も
の

に
し
ま
す
。連
帯
感
が
高
ま
れ
ば
、

防
犯
面
の
安
全
向
上
に
つ
な
が
る

ほ
か
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
も

助
け
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
、
被
害
を
少
な
く
で

き
ま
す
。

　

例
え
ば
大
地
震
が
起
こ
っ
た

時
、
地
域
が
日
頃
か
ら
活
発
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
有
し
て
お
ら
れ
る

こ
と
は
、
ま
さ
し
く
生
死
を
分
け

る
境
目
に
な
る
こ
と
も
阪
神
大
震

災
な
ど
で
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
意
見
や
問
題
点

を
ま
と
め
て
行
政
に
要
望
し
た

り
、
地
域
の
日
常
生
活
に
共
通
す

る
課
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
地
域
で
の
清
掃
活
動

や
、
防
犯
灯
の
維
持
管
理
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
自
治
会
が
果

た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
方
に
は
、

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
を

自
分
た
ち
で
よ
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
に
た
っ
て
、
で
き
る
だ

け
自
治
会
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
に

お
か
れ
て
も
、
ま
ず
ご
近
所
ど
う

し
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
参
加
し

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

事
業
を
行
う
な
ど
、
近
隣
住
民
ど

う
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
を
作
る
こ
と
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
た
だ
き
、
自
治
会
活
動

に
対
す
る
理
解
を
得
る
努
力
を

し
、
加
入
促
進
を
図
る
た
め
の
方

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

自
治
会
を
脱
会
す
る
人
が

多
い
の
は
役
員
に
選
ば
れ
る
の
が

負
担
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

で
す
が
。

総
務
部
長　

役
員
を
決
め
る
際
に

脱
会
者
が
多
い
こ
と
は
町
も
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
役
員
が

で
き
な
い
班
は
合
併
さ
せ
た
り
、

高
齢
者
を
免
除
す
る
な
ど
、
義
務

化
を
し
な
い
こ
と
も
一
つ
の
方
法

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

議
員　

自
治
会
や
個
人
に
対
し
て

も
提
案
、
指
導
、
相
談
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議
員　

昨
年
度
に
浸
水
対
策
雨
水

調
査
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
調

査
内
容
と
現
状
把
握
に
つ
い
て
、

伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

都
市
下
水
路
の

完
成
か
ら
約
二
十
年
経
過
し
て
お

り
、
雨
水
の
流
出
量
の
現
状
と
浸

水
地
域
の
現
地
踏
査
と
付
近
水
路

の
状
況
確
認
を
行
い
、
浸
水
対
策

計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。

議
員　

今
日
ま
で
、
ど
の
よ
う
に

斑
鳩
小
学
校
前
の
浸
水
対
策
を
さ

れ
て
き
た
の
で
す
か
。

都
市
建
設
部
長　

水
路
改
修
や
、

降
雨
状
況
を
見
な
が
ら
上
流
部
の

ゲ
ー
ト
操
作
で
、
地
域
の
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

議
員　

昨
年
八
月
十
一
日
の
突
然

の
豪
雨
で
十
数
件
の
床
下
浸
水
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
浸
水
対
策
雨

水
調
査
内
容
を
充
分
把
握
し
、
地

域
が
一
番
困
っ
て
い
る
浸
水
被
害

の
軽
減
策
を
、今
年
度
中
に
調
査
・

検
討
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま

す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

議
員　

県
道
法
隆
寺
門
前
線
で
観

光
シ
ー
ズ
ン
に
、
観
光
バ
ス
の
駐

停
車
で
地
域
住
民
が
迷
惑
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
に

県
が
設
置
さ
れ
た
待
避
所
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

通
行
迷
惑
に
つ

い
て
は
、
警
察
等
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。
ま
た
待

避
所
は
、
今
年
度
中
に
県
が
撤
去

さ
れ
る
予
定
で
す
。

議
員　

並
松
通
り
か
ら
斑
鳩
幼
稚

園
に
入
る
、
交
差
点
の
安
全
対
策

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
。

都
市
建
設
部
長　

早
急
に
停
止
誘

導
線
と
「
飛
び
出
し
注
意
」
の
路

面
表
示
を
行
う
と
と
も
に
、
道
路

標
識
等
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

　

農
産
物
直
売
所
に
つ
い
て

議
員　

農
産
物
の
直
売
所
は
、
地

域
農
業
の
振
興
・
活
性
化
と
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
対
策
に
つ
な
が

る
と
と
も
に
、
消
費
者
は
生
産
者

の
顔
が
見
え
、
安
全
な
野
菜
を
安

心
し
て
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
直
売
所
を
町
と
し
て

推
進
し
て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

都
市
建
設
部
長　

出
荷
者
の
確

保
・
円
滑
な
組
織
運
営
な
ど
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
関
係
機
関
と
も

調
整
を
と
り
な
が
ら
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議会だよりが斑鳩町ホームページで
　　　　閲覧できます。
斑鳩町ホームページ（http://www.town.ikaruga.nara.jp)で、町議会を
クリックしてください。
NO.52（平成19年5月1日発行）からのバックナンバーも閲覧できます。

予算をもった若もの議会

小　林　　　誠  議員

地域住民が安心できる
　　　　　　　浸水対策を

辻　　　善　次  議員
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自
治
会
は
み
ん
な
の
絆

宮　﨑　和　彦  議員

議
員　

斑
鳩
町
子
ど
も
模
擬
議
会

に
つ
い
て
趣
旨
を
伺
う
。

教
育
長　

次
代
を
担
う
子
ど
も
の

目
か
ら
見
た
二
十
一
世
紀
の
斑
鳩

の
町
づ
く
り
の
発
想
を
町
政
に
反

映
さ
せ
、
郷
土
に
愛
着
を
深
め
る

と
と
も
に
、
行
政
や
議
会
に
関
心

を
持
つ
機
会
づ
く
り
の
場
で
あ
る

と
考
え
る
。

議
員　

私
も
、
子
ど
も
模
擬
議
会

は
大
変
意
義
の
あ
る
施
策
だ
と
考

え
て
い
る
が
、
全
国
の
先
進
施
策

と
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
、
ま
た

若
者
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
町
政

に
反
映
さ
せ
る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

総
務
部
長　

全
国
の
自
治
体
で

は
、
高
校
生
や
大
学
生
、
ま
た
は

女
性
模
擬
議
会
な
ど
が
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
斑
鳩
町
で
は
模
擬
議

会
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
現
在

策
定
中
の
「
第
四
次
総
合
計
画
」

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

「
景
観
計
画
」
の
策
定
公
募
委
員

の
対
象
年
齢
を
十
八
歳
以
上
に
引

き
下
げ
、「
次
世
代
育
成
支
援
計

画
」
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
中
学
生
、
高
校
生
に
直
接
ご

意
見
を
伺
う
な
ど
機
会
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
高
校
生
の
有
効
回
収
率
が
三

十
四
％
と
低
く
、
学
年
が
上
が
る

毎
に
、
斑
鳩
町
と
の
関
係
が
薄
く

な
っ
て
い
る
様
に
感
じ
る
。

　

平
成
二
十
一
年
に
約
千
六
百
三

十
五
人
い
る
十
二
歳
か
ら
十
七
歳

に
対
し
、
若
も
の
た
ち
が
継
続
し

て
町
政
に
参
加
で
き
る
取
り
組
み

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
模
擬
議
会
と

同
時
に
、
進
化
し
た
模
擬
議
会
を

開
催
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、

次
の
段
階
と
し
て
、
一
年
を
通
し

活
動
で
き
る
予
算
を
も
っ
た
、
中

学
生
と
高
校
生
の
政
策
を
議
論
す

る
学
生
議
会
を
提
案
す
る
。

　

す
で
に
予
算
を
も
っ
た
学
生
議

会
は
、
他
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て

お
り
、
い
ず
れ
は
二
十
五
歳
未
満

ま
で
を
巻
き
込
ん
だ
「
若
も
の
議

会
」
へ
と
進
化
で
き
れ
ば
、
斑
鳩

に
対
す
る
愛
着
、
ま
た
は
行
政
や

議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

我
々
と
違
っ
た
価
値
観
、
習
慣

を
持
つ
、
若
も
の
に
あ
っ
た
議
会

運
営
を
提
供
で
き
れ
ば
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
と
考
え
、
若
も
の
を

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
よ
う
な
施
策
を

研
究
す
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

※
高
齢
者
マ
ッ
プ

議
員　

自
治
会
に
加
入
し
な
い
人

が
増
え
て
い
る
と
、
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
加
入
し
な
い
と
ど
の
よ
う

な
不
具
合
が
あ
る
の
で
す
か
。

ま
た
、
自
治
会
の
役
割
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

総
務
部
長　

自
治
会
は
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
、
大

変
重
要
な
地
域
の
活
動
団
体
で
あ

り
、住
民
ど
う
し
の
親
睦
を
深
め
、

連
帯
意
識
を
高
め
て
、
地
域
で
の

日
常
生
活
を
豊
か
で
円
滑
な
も
の

に
し
ま
す
。連
帯
感
が
高
ま
れ
ば
、

防
犯
面
の
安
全
向
上
に
つ
な
が
る

ほ
か
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
も

助
け
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
、
被
害
を
少
な
く
で

き
ま
す
。

　

例
え
ば
大
地
震
が
起
こ
っ
た

時
、
地
域
が
日
頃
か
ら
活
発
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
有
し
て
お
ら
れ
る

こ
と
は
、
ま
さ
し
く
生
死
を
分
け

る
境
目
に
な
る
こ
と
も
阪
神
大
震

災
な
ど
で
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
意
見
や
問
題
点

を
ま
と
め
て
行
政
に
要
望
し
た

り
、
地
域
の
日
常
生
活
に
共
通
す

る
課
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
地
域
で
の
清
掃
活
動

や
、
防
犯
灯
の
維
持
管
理
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
自
治
会
が
果

た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
方
に
は
、

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
を

自
分
た
ち
で
よ
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
に
た
っ
て
、
で
き
る
だ

け
自
治
会
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
に

お
か
れ
て
も
、
ま
ず
ご
近
所
ど
う

し
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
参
加
し

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

事
業
を
行
う
な
ど
、
近
隣
住
民
ど

う
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
を
作
る
こ
と
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
た
だ
き
、
自
治
会
活
動

に
対
す
る
理
解
を
得
る
努
力
を

し
、
加
入
促
進
を
図
る
た
め
の
方

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

自
治
会
を
脱
会
す
る
人
が

多
い
の
は
役
員
に
選
ば
れ
る
の
が

負
担
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

で
す
が
。

総
務
部
長　

役
員
を
決
め
る
際
に

脱
会
者
が
多
い
こ
と
は
町
も
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
役
員
が

で
き
な
い
班
は
合
併
さ
せ
た
り
、

高
齢
者
を
免
除
す
る
な
ど
、
義
務

化
を
し
な
い
こ
と
も
一
つ
の
方
法

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

議
員　

自
治
会
や
個
人
に
対
し
て

も
提
案
、
指
導
、
相
談
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議
員　

昨
年
度
に
浸
水
対
策
雨
水

調
査
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
調

査
内
容
と
現
状
把
握
に
つ
い
て
、

伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

都
市
下
水
路
の

完
成
か
ら
約
二
十
年
経
過
し
て
お

り
、
雨
水
の
流
出
量
の
現
状
と
浸

水
地
域
の
現
地
踏
査
と
付
近
水
路

の
状
況
確
認
を
行
い
、
浸
水
対
策

計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。

議
員　

今
日
ま
で
、
ど
の
よ
う
に

斑
鳩
小
学
校
前
の
浸
水
対
策
を
さ

れ
て
き
た
の
で
す
か
。

都
市
建
設
部
長　

水
路
改
修
や
、

降
雨
状
況
を
見
な
が
ら
上
流
部
の

ゲ
ー
ト
操
作
で
、
地
域
の
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

議
員　

昨
年
八
月
十
一
日
の
突
然

の
豪
雨
で
十
数
件
の
床
下
浸
水
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
浸
水
対
策
雨

水
調
査
内
容
を
充
分
把
握
し
、
地

域
が
一
番
困
っ
て
い
る
浸
水
被
害
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委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
議
案
第
二
十
七
号
、
斑
鳩
町
公

共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）

　
（
第
十
四
処
理
分
区
六
工
区
‐

二
工
事
）

　

興
留
一
丁
目
か
ら
興
留
四
丁
目

地
内
の
路
線
延
長
三
百
四
十
五
ｍ

の
工
事
を
、
宮
崎
建
設
（
株
）
が

七
千
八
百
四
十
三
万
五
千
円
で
落

札
。

◎
議
案
第
二
十
八
号
、
斑
鳩
町
公

共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）

（
第
十
三
処
理
分
区
五
工
区
‐
二

工
事
）

　

龍
田
南
二
丁
目
地
内
の
路
線
延

長
七
百
七
十
三
ｍ
の
工
事
を
、

（
株
）
中
谷
組
が
七
千
三
百
九
十

二
万
円
で
落
札
。

◎
議
案
第
二
十
九
号
、
斑
鳩
町
公

共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（
そ
の
三
）

（
第
十
二
処
理
分
区
四
工
区
‐
五

工
事
）

　

龍
田
三
丁
目
地
内
の
路
線
延
長

四
百
四
十
三
ｍ
の
工
事
を
、（
株
）

二
隆
建
設
が
七
千
四
百
二
万
五
千

円
で
落
札
。

（
結
果
）

　

満
場
一
致
で
可
決
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

①
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　

下
水
道
接
続
申
請
状
況
は
、
五

月
末
現
在
で
二
千
六
十
九
件
、
接

続
率
は
五
十
八
・
一
％
で
あ
る
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
水
道
認
可
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
、
集
中
浄
化
槽
を
利

用
さ
れ
て
い
る
区
域
や
人
口
が
密

集
し
て
い
る
区
域
等
を
中
心
に
拡

大
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
工
場
の
多
い
地
域

な
ど
、昼
の
人
口
に
も
配
慮
し
て
、

認
可
区
域
の
見
直
し
を
し
て
ほ
し

い
、
法
隆
寺
の
ト
イ
レ
の
排
水
が

流
れ
る
水
路
の
悪
臭
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
な
ど

質
疑
が
あ
り
、
一
定
の
答
弁
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

②
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に
つ

い
て
、
稲
葉
車
瀨
区
間
の
工
事
状

況
や
、
三
室
交
差
点
で
の
地
元
対

応
、
五
百
井
・
興
留
区
間
で
の
地

権
者
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

国
道
二
五
号
歩
道
整
備
に
つ

い
て

　

国
道
二
五
号
の
龍
田
大
橋
前
後

に
「
歩
道
」
の
設
置
が
、
国
に
よ

り
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

歩
道
が
整
備
さ
れ
る
の
は
、
龍

田
大
橋
西
詰
交
差
点
か
ら
「
龍
田

大
橋
」
の
バ
ス
停
付
近
ま
で
の
区

間
と
、
龍
田
大
橋
東
詰
か
ら
猫
坂

ま
で
の
区
間
で
、
幅
一
･
五
メ
ー

ト
ル
か
ら
二
･
五
メ
ー
ト
ル
の
歩

道
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
は
関
係
者
の
調
整
、
平

成
二
十
三
年
度
以
降
に
用
地
取

得
、
平
成
二
十
四
年
度
以
降
に
工

事
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
と
、
国

か
ら
説
明
を
受
け
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

整
備
促
進
に
つ
い
て

　

委
員
よ
り
、「
い
か
る
が
パ
ー

ク
ウ
ェ
イ
（
一
般
国
道
二
五
号
バ

イ
パ
ス
）
事
業
促
進
に
関
す
る
意

見
書
」
を
国
に
提
出
し
て
い
く
べ

き
と
の
提
案
が
あ
り
、
賛
否
両
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、賛
成
多
数
で
、

意
見
書
を
本
会
議
に
発
議
す
る
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

※
関
連
記
事
を
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
　
　
　
（
紀
副
委
員
長
記
）

委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
陳
情
第
二
号　

食
料
の
自
給
力

向
上
と
、
食
の
安
全
・
安
心
の
回

復
に
向
け
て
、
食
品
表
示
制
度
の

抜
本
改
正
に
つ
い
て
国
へ
の
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い

て
　

食
の
安
全
・
安
心
、
そ
し
て
そ

の
基
盤
と
な
る
食
料
自
給
力
の
向

上
を
求
め
、
消
費
者
が
知
る
権
利

に
基
づ
い
て
購
買
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
た

め
、
こ
の
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、

満
場
一
致
で
採
択
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。

　

意
見
書
作
成
に
つ
い
て
、
他
の

団
体
の
意
見
書
も
参
考
に
検
討
を

重
ね
、
特
に
中
小
零
細
企
業
者
に

過
度
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

実
行
可
能
な
食
品
表
示
制
度
を
構

築
さ
れ
た
い
と
い
う
意
見
等
も
踏

ま
え
て
、
意
見
書
を
作
成
し
、
委

員
会
発
議
で
最
終
日
に
追
加
日
程

で
提
案
し
ま
し
た
。

（
本
会
議
に
お
い
て
、
満
場
一
致

で
賛
成
と
な
り
、
関
係
機
関
に
送

付
し
ま
し
た
。
）

※
関
連
記
事
を
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載

継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
・

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

①
平
成
二
十
一
年
度
の
ご
み
排
出

量
・
資
源
化
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
度
の
家
庭
系
の

廃
棄
物
は
四
千
百
五
十
七
ト
ン
で

あ
り
、
前
年
度
よ
り
五
％
、
約
二

百
二
十
ト
ン
下
回
っ
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

資
源
物
の
排
出
量
は
、
ビ
ン

類
・
缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
も

に
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
量
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

②
生
ご
み
分
別
収
集
モ
デ
ル
事
業

に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
に
つ
れ
て

臭
気
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
昨
年
度
か
ら
実
施
の

モ
デ
ル
自
治
会
・
モ
デ
ル
世
帯
を

対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
今
後
の
事
業
展
開
の
参
考

に
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

③
事
業
系
ご
み
の
減
量
化
対
策
に

つ
い
て

　

八
月
二
日
ま
で
に
す
べ
て
の
事

業
者
が
指
定
袋
で
搬
入
さ
れ
る
よ

う
努
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

④
い
か
る
が
の
里
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
報
告
に
つ
い
て

　

当
日
は
、
多
数
の
方
が
、
地
域

の
清
掃
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
多
彩
な
催
し
に
家
族
連
れ
で
参

加
さ
れ
、
環
境
を
考
え
て
い
た
だ

く
一
日
と
な
っ
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

各　

課　

報　

告　

事　

項

災
害
時
要
援
護
者
調
査
の
実
施
に

つ
い
て

　

今
年
一
月
に
新
規
対
象
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
訪
問

調
査
と
情
報
提
供
に
同
意
さ
れ
た

方
及
び
回
答
が
な
か
っ
た
五
六
六

人
の
方
に
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん

に
訪
問
調
査
を
し
て
い
た
だ
く
と

の
こ
と
で
す
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
接
種
勧
奨

の
再
開
に
つ
い
て

　

三
歳
児
に
対
し
接
種
の
積
極
的

勧
奨
を
し
、
そ
の
周
知
を
図
る
と

の
こ
と
で
す
。

衛
生
処
理
場
の
修
理
工
事
に
つ
い

て
　

焼
却
炉
一
号
炉
内
の
耐
火
煉
瓦

張
替
え
の
た
め
、
六
月
二
十
八
日

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
ヶ

月
間
、
二
号
炉
の
片
炉
運
転
と
な

る
こ
と
か
ら
、
周
辺
自
治
会
に
依

頼
し
、
焼
却
時
間
の
延
長
と
休
日

焼
却
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で

す
。

（
辻
委
員
長
記
）

　

五
月
二
十
日
と
六
月
十
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
三
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　６月１１日、全委員出席のもと、本会議
から付託を受けた陳情書についてと、継続
審査案件について調査しました。その主な
内容について報告します。

▲

昨
年
の
商
工
ま
つ
り
の
花
火

▲いかるがの里クリーンキャンペーン

▲生ごみ分別収集ボックス
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委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
議
案
第
二
十
七
号
、
斑
鳩
町
公

共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）

　
（
第
十
四
処
理
分
区
六
工
区
‐

二
工
事
）

　

興
留
一
丁
目
か
ら
興
留
四
丁
目

地
内
の
路
線
延
長
三
百
四
十
五
ｍ

の
工
事
を
、
宮
崎
建
設
（
株
）
が

七
千
八
百
四
十
三
万
五
千
円
で
落

札
。

◎
議
案
第
二
十
八
号
、
斑
鳩
町
公

共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）

（
第
十
三
処
理
分
区
五
工
区
‐
二

工
事
）

　

龍
田
南
二
丁
目
地
内
の
路
線
延

長
七
百
七
十
三
ｍ
の
工
事
を
、

（
株
）
中
谷
組
が
七
千
三
百
九
十

二
万
円
で
落
札
。

◎
議
案
第
二
十
九
号
、
斑
鳩
町
公

共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（
そ
の
三
）

（
第
十
二
処
理
分
区
四
工
区
‐
五

工
事
）

　

龍
田
三
丁
目
地
内
の
路
線
延
長

四
百
四
十
三
ｍ
の
工
事
を
、（
株
）

二
隆
建
設
が
七
千
四
百
二
万
五
千

円
で
落
札
。

（
結
果
）

　

満
場
一
致
で
可
決
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

①
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　

下
水
道
接
続
申
請
状
況
は
、
五

月
末
現
在
で
二
千
六
十
九
件
、
接

続
率
は
五
十
八
・
一
％
で
あ
る
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
水
道
認
可
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
、
集
中
浄
化
槽
を
利

用
さ
れ
て
い
る
区
域
や
人
口
が
密

集
し
て
い
る
区
域
等
を
中
心
に
拡

大
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
工
場
の
多
い
地
域

な
ど
、昼
の
人
口
に
も
配
慮
し
て
、

認
可
区
域
の
見
直
し
を
し
て
ほ
し

い
、
法
隆
寺
の
ト
イ
レ
の
排
水
が

流
れ
る
水
路
の
悪
臭
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
な
ど

質
疑
が
あ
り
、
一
定
の
答
弁
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

②
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に
つ

い
て
、
稲
葉
車
瀨
区
間
の
工
事
状

況
や
、
三
室
交
差
点
で
の
地
元
対

応
、
五
百
井
・
興
留
区
間
で
の
地

権
者
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

国
道
二
五
号
歩
道
整
備
に
つ

い
て

　

国
道
二
五
号
の
龍
田
大
橋
前
後

に
「
歩
道
」
の
設
置
が
、
国
に
よ

り
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

歩
道
が
整
備
さ
れ
る
の
は
、
龍

田
大
橋
西
詰
交
差
点
か
ら
「
龍
田

大
橋
」
の
バ
ス
停
付
近
ま
で
の
区

間
と
、
龍
田
大
橋
東
詰
か
ら
猫
坂

ま
で
の
区
間
で
、
幅
一
･
五
メ
ー

ト
ル
か
ら
二
･
五
メ
ー
ト
ル
の
歩

道
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
は
関
係
者
の
調
整
、
平

成
二
十
三
年
度
以
降
に
用
地
取

得
、
平
成
二
十
四
年
度
以
降
に
工

事
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
と
、
国

か
ら
説
明
を
受
け
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

整
備
促
進
に
つ
い
て

　

委
員
よ
り
、「
い
か
る
が
パ
ー

ク
ウ
ェ
イ
（
一
般
国
道
二
五
号
バ

イ
パ
ス
）
事
業
促
進
に
関
す
る
意

見
書
」
を
国
に
提
出
し
て
い
く
べ

き
と
の
提
案
が
あ
り
、
賛
否
両
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、賛
成
多
数
で
、

意
見
書
を
本
会
議
に
発
議
す
る
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

※
関
連
記
事
を
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
　
　
　
（
紀
副
委
員
長
記
）

委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
陳
情
第
二
号　

食
料
の
自
給
力

向
上
と
、
食
の
安
全
・
安
心
の
回

復
に
向
け
て
、
食
品
表
示
制
度
の

抜
本
改
正
に
つ
い
て
国
へ
の
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い

て
　

食
の
安
全
・
安
心
、
そ
し
て
そ

の
基
盤
と
な
る
食
料
自
給
力
の
向

上
を
求
め
、
消
費
者
が
知
る
権
利

に
基
づ
い
て
購
買
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
た

め
、
こ
の
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、

満
場
一
致
で
採
択
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。

　

意
見
書
作
成
に
つ
い
て
、
他
の

団
体
の
意
見
書
も
参
考
に
検
討
を

重
ね
、
特
に
中
小
零
細
企
業
者
に

過
度
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

実
行
可
能
な
食
品
表
示
制
度
を
構

築
さ
れ
た
い
と
い
う
意
見
等
も
踏

ま
え
て
、
意
見
書
を
作
成
し
、
委

員
会
発
議
で
最
終
日
に
追
加
日
程

で
提
案
し
ま
し
た
。

（
本
会
議
に
お
い
て
、
満
場
一
致

で
賛
成
と
な
り
、
関
係
機
関
に
送

付
し
ま
し
た
。
）

※
関
連
記
事
を
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載

継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
・

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

①
平
成
二
十
一
年
度
の
ご
み
排
出

量
・
資
源
化
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
度
の
家
庭
系
の

廃
棄
物
は
四
千
百
五
十
七
ト
ン
で

あ
り
、
前
年
度
よ
り
五
％
、
約
二

百
二
十
ト
ン
下
回
っ
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

資
源
物
の
排
出
量
は
、
ビ
ン

類
・
缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
も

に
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
量
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

②
生
ご
み
分
別
収
集
モ
デ
ル
事
業

に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
に
つ
れ
て

臭
気
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
昨
年
度
か
ら
実
施
の

モ
デ
ル
自
治
会
・
モ
デ
ル
世
帯
を

対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
今
後
の
事
業
展
開
の
参
考

に
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

③
事
業
系
ご
み
の
減
量
化
対
策
に

つ
い
て

　

八
月
二
日
ま
で
に
す
べ
て
の
事

業
者
が
指
定
袋
で
搬
入
さ
れ
る
よ

う
努
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

④
い
か
る
が
の
里
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
報
告
に
つ
い
て

　

当
日
は
、
多
数
の
方
が
、
地
域

の
清
掃
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
多
彩
な
催
し
に
家
族
連
れ
で
参

加
さ
れ
、
環
境
を
考
え
て
い
た
だ

く
一
日
と
な
っ
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

各　

課　

報　

告　

事　

項

災
害
時
要
援
護
者
調
査
の
実
施
に

つ
い
て

　

今
年
一
月
に
新
規
対
象
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
訪
問

調
査
と
情
報
提
供
に
同
意
さ
れ
た

方
及
び
回
答
が
な
か
っ
た
五
六
六

人
の
方
に
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん

に
訪
問
調
査
を
し
て
い
た
だ
く
と

の
こ
と
で
す
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
接
種
勧
奨

の
再
開
に
つ
い
て

　

三
歳
児
に
対
し
接
種
の
積
極
的

勧
奨
を
し
、
そ
の
周
知
を
図
る
と

の
こ
と
で
す
。

衛
生
処
理
場
の
修
理
工
事
に
つ
い

て
　

焼
却
炉
一
号
炉
内
の
耐
火
煉
瓦

張
替
え
の
た
め
、
六
月
二
十
八
日

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
ヶ

月
間
、
二
号
炉
の
片
炉
運
転
と
な

る
こ
と
か
ら
、
周
辺
自
治
会
に
依

頼
し
、
焼
却
時
間
の
延
長
と
休
日

焼
却
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で

す
。

（
辻
委
員
長
記
）

　

五
月
二
十
日
と
六
月
十
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
三
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　６月１１日、全委員出席のもと、本会議
から付託を受けた陳情書についてと、継続
審査案件について調査しました。その主な
内容について報告します。

▲

昨
年
の
商
工
ま
つ
り
の
花
火

▲いかるがの里クリーンキャンペーン

▲生ごみ分別収集ボックス
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委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
議
案
第
二
十
二
号
、
斑
鳩
町
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◎
議
案
第
二
十
三
号
、
斑
鳩
町
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

い
ず
れ
も
国
に
お
い
て
「
育
児

休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
ま
た
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉

に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
国
家
公
務
員
の
育

児
休
業
法
や
人
事
院
規
則
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
準
じ
て
条

例
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）　

満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
二
十
四
号
、
斑
鳩
町
町

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　　

平
成
二
十
二
年
度
の
地
方
税
制

の
改
正
を
内
容
と
す
る
「
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
町
税
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）　

賛
否
両
論
が
あ
り
ま
し

た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決

◎
議
案
第
二
十
六
号
、
斑
鳩
中
学

校
（
北
館
西
棟
･
体
育
館
）
校
舎

耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

（
結
果
）　

満
場
一
致
で
可
決

　

継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
、
春
の
特
別
展
の
結
果

報
告
に
続
き
、
夏
季
企
画
展
と
し

て
、
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
祭
に

合
わ
せ
て
、
当
町
に
お
け
る
奈
良

時
代
の
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
上
宮

遺
跡
を
取
り
上
げ
た
展
示
を
八
月

に
開
催
し
た
い
と
い
う
説
明
を
う

け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

各　

課　

報　

告　

事　

項

学
校
給
食
の

　
　
　

安
全
確
保
に
つ
い
て

　

五
月
十
三
日
斑
鳩
南
中
学
校
の

給
食
に
虫
が
混
入
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
対
す
る
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

委
員
よ
り
、
再
発
防
止
策
に
つ

い
て
、
給
食
の
調
理
の
民
間
委
託

の
現
状
に
つ
い
て
等
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
よ
り
食
の
安
全
管
理

に
つ
い
て
徹
底
し
て
い
く
と
の
答

弁
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度　

個
人
町
県
民

税
の
課
税
に
お
い
て
、
一
部
、
所

得
税
、
確
定
申
告
書
の
入
力
漏
れ

が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

　

委
員
か
ら
、
税
の
こ
と
だ
け
に

行
政
に
対
す
る
信
頼
が
揺
ら
ぐ
問

題
で
あ
る
。
も
う
一
度
信
頼
を
得

る
た
め
に
ど
う
す
る
の
か
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
よ
り
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
皆
様
に
深
く
お
詫
び
し

て
、
住
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え

る
よ
う
に
努
力
す
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
他
、

①
斑
鳩
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て

②
町
民
プ
ー
ル
の
本
年
度
の
事
業

に
つ
い
て

③
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い

て
④
土
地
開
発
公
社
保
有
地
の
処
分

に
つ
い
て

⑤
斑
鳩
町
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
者
に
つ
い
て

⑥
平
成
二
十
一
年
度
町
税
収
納
状

況
に
つ
い
て

　

な
ど
の
報
告
に
対
し
、
質
疑
･

意
見
が
あ
り
、
町
か
ら
一
定
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
伴
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　

巳
、
中
川
両
監
査
委
員
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、　

巳
代
表
監
査

委
員
よ
り
決
算
の
審
査
報
告
を
詳

細
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

審
査
の
結
果
と
し
て
は
、
当
事

業
年
度
の
経
営
成
績
と
当
事
業
年

度
末
の
財
政
状
況
は
適
正
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
予
算
編
成
時
に

も
う
少
し
詰
め
た
数
値
を
出
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
今
後
数
年
間
は
、
こ
の

状
態
が
続
く
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
後
は
設
備
更
新
等
の
負
担
や
給

水
量
の
減
少
に
よ
り
、
現
状
の
よ

う
な
好
決
算
は
期
待
で
き
な
い
た

め
、
そ
れ
ら
に
耐
え
ら
れ
る
企
業

体
質
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
上
下
水
道
部
よ
り
決

算
書
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

質　

疑　

・
県
水
の
受
水
量
と
使
用
量
と
に

差
が
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
推

移
と
県
と
の
契
約
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
つ
い
て

・
県
水
の
受
水
費
の
単
価
が
わ
ず

か
な
が
ら
下
が
る
と
聞
い
た

が
、
そ
れ
は
何
年
間
続
き
、
そ

の
後
の
見
直
し
に
お
い
て
県
水

の
単
価
が
ど
う
な
る
の
か
。

・
石
綿
管
の
老
朽
化
に
伴
う
改
良

延
長
距
離
が
資
料
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま

た
、
塩
ビ
管
か
ら
鋳
鉄
管
へ
の

改
良
工
事
が
増
え
た
の
は
な
ぜ

か
。

・
斑
鳩
町
に
現
存
す
る
管
の
耐
用

年
数
に
つ
い
て

・
斑
鳩
町
の
水
道
施
設
の
耐
震
計

画
に
つ
い
て

・
県
水
の
受
水
費
の
引
下
げ
に
よ

る
町
の
収
益
と
そ
の
使
用
に
つ

い
て

・
検
針
業
務
が
二
ヶ
月
に
一
度
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
ま

た
毎
月
の
検
針
業
務
と
の
費
用

面
で
の
違
い
に
つ
い
て

・
県
水
の
引
下
げ
に
よ
る
町
の
収

益
で
、
毎
月
の
検
針
業
務
を
検

討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

・
企
業
債
償
還
の
金
額
が
増
え
て

い
る
年
度
も
あ
る
が
、
償
還
済

み
で
あ
る
の
に
増
え
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

・
将
来
に
向
け
て
の
予
想
想
定
人

口
が
下
が
っ
て
お
り
、
ま
た
現

在
、
水
道
水
の
給
水
量
も
減
少

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
減
少
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
の
中
・

長
期
的
な
考
え
に
つ
い
て

・
斑
鳩
町
の
給
水
原
価
が
、
全
国

平
均
よ
り
高
い
の
は
な
ぜ
か
。

・
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
整
備

に
伴
う
配
水
管
の
敷
設
工
事
に

つ
い
て

等
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、
上
下

水
道
部
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ

れ
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
に
つ

い
て

　

消
防
団
員
三
人
の
退
職
と
、
個

人
一
名
と
一
団
体
か
ら
の
寄
付

で
、
計
二
百
五
十
八
万
一
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
七
十
三
億
八
千
三
百
九
十
一

万
九
千
円
と
す
る
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

各　

課　

報　

告　

事　

項

平
成
二
十
年
度
決
算
斑
鳩
町
の
財

務
書
類
に
つ
い
て

　

斑
鳩
町
の
財
務
書
類
に
つ
い

て
、
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

行
政
改
革
の
更
な
る
推
進
の
た
め

の
指
針
」
の
「
地
方
公
会
計
改

革
」
に
お
い
て
「
貸
借
対
照
表
」

「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
「
純
資

産
変
動
計
算
書
」
「
資
金
収
支
計

算
書
」
の
四
つ
の
表
の
整
備
も
含

む
連
結
ベ
ー
ス
で
、
「
総
務
省
方

式
改
訂
モ
デ
ル
」
に
よ
り
、
平
成

二
十
年
度
決
算
か
ら
、
財
務
書
類

四
表
を
作
成
し
た
と
の
こ
と
で
、

各
章
ご
と
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

質　

疑　

・
一
般
会
計
で
あ
る
観
光
自
動
車

駐
車
場
や
特
別
会
計
の
公
共
下

水
道
事
業
が
連
結
対
象
範
囲
に

入
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

・
民
生
費
の
保
育
所
の
耐
用
年
数

と
教
育
費
の
幼
稚
園
の
耐
用
年

数
の
捉
え
方
に
つ
い
て

等
の
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

（
嶋
田
委
員
長
記
）

　

六
月
十
五
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
議
案

を
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。ま
た
、
継
続
審
査
案
件
「
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡
等
の

発
掘
調
査
、整
備
保
存
に
関
す
る
こ
と
」に
つ
い
て
、調
査
し
ま
し
た
。そ
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　６月定例会では、平成２１年度斑鳩町
水道事業会計決算の認定及び平成２２年
度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）に
ついて審議しました。 総

務
常
任
委
員
会

▲町内の幼稚園児が文化財センターを見学
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委員会のうごき委員会のうごき



予 算決算常任委員会

委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
議
案
第
二
十
二
号
、
斑
鳩
町
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◎
議
案
第
二
十
三
号
、
斑
鳩
町
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

い
ず
れ
も
国
に
お
い
て
「
育
児

休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
ま
た
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉

に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
国
家
公
務
員
の
育

児
休
業
法
や
人
事
院
規
則
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
準
じ
て
条

例
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）　

満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
二
十
四
号
、
斑
鳩
町
町

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　　

平
成
二
十
二
年
度
の
地
方
税
制

の
改
正
を
内
容
と
す
る
「
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
町
税
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）　

賛
否
両
論
が
あ
り
ま
し

た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決

◎
議
案
第
二
十
六
号
、
斑
鳩
中
学

校
（
北
館
西
棟
･
体
育
館
）
校
舎

耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

（
結
果
）　

満
場
一
致
で
可
決

　

継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
、
春
の
特
別
展
の
結
果

報
告
に
続
き
、
夏
季
企
画
展
と
し

て
、
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
祭
に

合
わ
せ
て
、
当
町
に
お
け
る
奈
良

時
代
の
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
上
宮

遺
跡
を
取
り
上
げ
た
展
示
を
八
月

に
開
催
し
た
い
と
い
う
説
明
を
う

け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

各　

課　

報　

告　

事　

項

学
校
給
食
の

　
　
　

安
全
確
保
に
つ
い
て

　

五
月
十
三
日
斑
鳩
南
中
学
校
の

給
食
に
虫
が
混
入
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
対
す
る
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

委
員
よ
り
、
再
発
防
止
策
に
つ

い
て
、
給
食
の
調
理
の
民
間
委
託

の
現
状
に
つ
い
て
等
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
よ
り
食
の
安
全
管
理

に
つ
い
て
徹
底
し
て
い
く
と
の
答

弁
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度　

個
人
町
県
民

税
の
課
税
に
お
い
て
、
一
部
、
所

得
税
、
確
定
申
告
書
の
入
力
漏
れ

が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

　

委
員
か
ら
、
税
の
こ
と
だ
け
に

行
政
に
対
す
る
信
頼
が
揺
ら
ぐ
問

題
で
あ
る
。
も
う
一
度
信
頼
を
得

る
た
め
に
ど
う
す
る
の
か
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
よ
り
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
皆
様
に
深
く
お
詫
び
し

て
、
住
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え

る
よ
う
に
努
力
す
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
他
、

①
斑
鳩
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て

②
町
民
プ
ー
ル
の
本
年
度
の
事
業

に
つ
い
て

③
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い

て
④
土
地
開
発
公
社
保
有
地
の
処
分

に
つ
い
て

⑤
斑
鳩
町
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
者
に
つ
い
て

⑥
平
成
二
十
一
年
度
町
税
収
納
状

況
に
つ
い
て

　

な
ど
の
報
告
に
対
し
、
質
疑
･

意
見
が
あ
り
、
町
か
ら
一
定
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
伴
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　

巳
、
中
川
両
監
査
委
員
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、　

巳
代
表
監
査

委
員
よ
り
決
算
の
審
査
報
告
を
詳

細
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

審
査
の
結
果
と
し
て
は
、
当
事

業
年
度
の
経
営
成
績
と
当
事
業
年

度
末
の
財
政
状
況
は
適
正
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
予
算
編
成
時
に

も
う
少
し
詰
め
た
数
値
を
出
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
今
後
数
年
間
は
、
こ
の

状
態
が
続
く
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
後
は
設
備
更
新
等
の
負
担
や
給

水
量
の
減
少
に
よ
り
、
現
状
の
よ

う
な
好
決
算
は
期
待
で
き
な
い
た

め
、
そ
れ
ら
に
耐
え
ら
れ
る
企
業

体
質
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
上
下
水
道
部
よ
り
決

算
書
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

質　

疑　

・
県
水
の
受
水
量
と
使
用
量
と
に

差
が
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
推

移
と
県
と
の
契
約
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
つ
い
て

・
県
水
の
受
水
費
の
単
価
が
わ
ず

か
な
が
ら
下
が
る
と
聞
い
た

が
、
そ
れ
は
何
年
間
続
き
、
そ

の
後
の
見
直
し
に
お
い
て
県
水

の
単
価
が
ど
う
な
る
の
か
。

・
石
綿
管
の
老
朽
化
に
伴
う
改
良

延
長
距
離
が
資
料
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま

た
、
塩
ビ
管
か
ら
鋳
鉄
管
へ
の

改
良
工
事
が
増
え
た
の
は
な
ぜ

か
。

・
斑
鳩
町
に
現
存
す
る
管
の
耐
用

年
数
に
つ
い
て

・
斑
鳩
町
の
水
道
施
設
の
耐
震
計

画
に
つ
い
て

・
県
水
の
受
水
費
の
引
下
げ
に
よ

る
町
の
収
益
と
そ
の
使
用
に
つ

い
て

・
検
針
業
務
が
二
ヶ
月
に
一
度
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
ま

た
毎
月
の
検
針
業
務
と
の
費
用

面
で
の
違
い
に
つ
い
て

・
県
水
の
引
下
げ
に
よ
る
町
の
収

益
で
、
毎
月
の
検
針
業
務
を
検

討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

・
企
業
債
償
還
の
金
額
が
増
え
て

い
る
年
度
も
あ
る
が
、
償
還
済

み
で
あ
る
の
に
増
え
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

・
将
来
に
向
け
て
の
予
想
想
定
人

口
が
下
が
っ
て
お
り
、
ま
た
現

在
、
水
道
水
の
給
水
量
も
減
少

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
減
少
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
の
中
・

長
期
的
な
考
え
に
つ
い
て

・
斑
鳩
町
の
給
水
原
価
が
、
全
国

平
均
よ
り
高
い
の
は
な
ぜ
か
。

・
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
整
備

に
伴
う
配
水
管
の
敷
設
工
事
に

つ
い
て

等
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、
上
下

水
道
部
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ

れ
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
に
つ

い
て

　

消
防
団
員
三
人
の
退
職
と
、
個

人
一
名
と
一
団
体
か
ら
の
寄
付

で
、
計
二
百
五
十
八
万
一
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
七
十
三
億
八
千
三
百
九
十
一

万
九
千
円
と
す
る
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

各　

課　

報　

告　

事　

項

平
成
二
十
年
度
決
算
斑
鳩
町
の
財

務
書
類
に
つ
い
て

　

斑
鳩
町
の
財
務
書
類
に
つ
い

て
、
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

行
政
改
革
の
更
な
る
推
進
の
た
め

の
指
針
」
の
「
地
方
公
会
計
改

革
」
に
お
い
て
「
貸
借
対
照
表
」

「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
「
純
資

産
変
動
計
算
書
」
「
資
金
収
支
計

算
書
」
の
四
つ
の
表
の
整
備
も
含

む
連
結
ベ
ー
ス
で
、
「
総
務
省
方

式
改
訂
モ
デ
ル
」
に
よ
り
、
平
成

二
十
年
度
決
算
か
ら
、
財
務
書
類

四
表
を
作
成
し
た
と
の
こ
と
で
、

各
章
ご
と
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

質　

疑　

・
一
般
会
計
で
あ
る
観
光
自
動
車

駐
車
場
や
特
別
会
計
の
公
共
下

水
道
事
業
が
連
結
対
象
範
囲
に

入
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

・
民
生
費
の
保
育
所
の
耐
用
年
数

と
教
育
費
の
幼
稚
園
の
耐
用
年

数
の
捉
え
方
に
つ
い
て

等
の
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

（
嶋
田
委
員
長
記
）

　

六
月
十
五
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
議
案

を
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。ま
た
、
継
続
審
査
案
件
「
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡
等
の

発
掘
調
査
、整
備
保
存
に
関
す
る
こ
と
」に
つ
い
て
、調
査
し
ま
し
た
。そ
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　６月定例会では、平成２１年度斑鳩町
水道事業会計決算の認定及び平成２２年
度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）に
ついて審議しました。 総

務
常
任
委
員
会

▲町内の幼稚園児が文化財センターを見学
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委員会のうごき委員会のうごき



　

議
会
だ
よ
り
六
十
五

号
よ
り
一
年
間
、
新
た

な
広
報
発
行
常
任
委
員

に
よ
り
編
集
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

住
民
の
皆
様
に
読
み

や
す
く
わ
か
り
や
す
い

議
会
広
報
と
な
る
よ
う

心
が
け
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
吉
野
委
員
長
記
）

▼

改
選
さ
れ
た
新
し
い
広
報
発
行
常

任
委
員
（
右
か
ら
、
紀
良
治
委
員
、

飯
髙
昭
二
委
員
、
中
川
靖
広
委
員
、

吉
野
俊
明
委
員
長
、
木
澤
正
男
副
委

員
長
）
と
中
西
和
夫
議
長

65

6月定例会

6月定例議会ではこんなことが決まりました
政府関係機関に意見書を送付しました
9人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき

い
か
る
が
議
会
だ
よ
り

◆
〒
636-0198　

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12

平
成
22年

8月
1日
発
行

N
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平成22年(2010年)8月1日

②
③
⑥
⑫

委員会の新しい構成をお知らせします（平成２２年５月１１日～）

上宮遺跡出土軒瓦（斑鳩文化財センターの夏季企画展 [ 8 月 5日～9月 14日 ] に展示予定）

浦野　圭司
紀　　良治
中川　靖広
辻　　善次
木澤　正男
木田　守彦

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

道路、河川、橋梁、町営住宅、

観光イベント、町営駐車場、商

工業、農業、建築開発に伴う各

種規制、屋外広告、公園・緑

地、駅前整備、都市計画道路、

公共下水道、上水道に関するこ

と等についての調査や、議案、

請願等の審査をします。

辻　　善次
小林　　誠
宮﨑　和彦
吉野　俊明
飯髙　昭二
里川宜志子

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

保健事業、児童福祉、障害者福

祉、高齢者福祉、介護保険、国

民健康保険、ごみ問題、環境対

策、住民登録・戸籍に関するこ

と等についての調査や、議案・

請願等の審査をします。

伴　　吉晴
嶋田　善行
宮﨑　和彦
紀　　良治
飯髙　昭二
木澤　正男

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

町の総合計画や行政改革、防災

計画、文化振興財団、財政計

画、交付税、財産管理、固定資

産税、町民税、小・中学校、幼

稚園、生涯学習に関すること等

についての調査や、議案・請願

等の審査をします。

嶋田　善行
伴　　吉晴
小林　　誠
浦野　圭司
里川宜志子
木田　守彦 

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

総務、厚生、建設水道の各常任

委員会に関する事務のうち、予

算・決算に関する事務の調査

や、議案等の審査をします。

吉野　俊明
木澤　正男
中川　靖広
紀　　良治
飯髙　昭二

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃

議会広報の編集、発行に関する

事務をします。

嶋田　善行
木澤　正男
小林　　誠
中川　靖広
飯髙　昭二
辻　　善次

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

定例議会の会期、議事日程や議

事進行に関すること、請願・陳

情の処理に関すること、意見書

の提出等議会の対外的問題に関

すること等、その他議会運営上

必要と認める事項や、他の委員

会に属さない事項の審査、調査

をします。

中西　和夫
広報発行常任委員会

▲広報発行常任委員と議長で話し合い、
　議会だよりを編集。

建設水道常任委員会 厚生常任委員会 総務常任委員会

予算決算常任委員会 広報発行常任委員会 議会運営委員会




